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東
山
油
田
〜
敢
闘
の
像

ひ
が
し

や
ま
　

ゆ

で
ん
　
　
　

か
ん
　
と
う
　
　
　

ぞ
う

高さ１ｍあまりのコンクリート製の敢闘
の像は、彫刻家・洋画家の中村直人氏が昭
和19年（1944）に制作したものです。東山
油田で働く鉱夫のひたむきな姿をあらわし
ています。残念なことに風雪などのため傷
みも目立ちます。
ハイブ長岡の産業展示室前にあるブロン

ズ製の敢闘の像は、この像から型取りした
もので、平成３年に長岡商工会議所が有志
を募り建立しました。

▲敢闘の像（桂町）

県
道
長
岡
・
見
附
・
三
条
線
を

見
附
方
向
へ
進
み
、
桂
町
で
右
折

し
て
、
山
道
を
し
ば
ら
く
進
む
と

東
山
油
田
の
坑
道
掘
の
跡
が
あ
り

ま
す
。

東
山
油
田
は
長
岡
市
の
東
部
か

ら
三
条
市
の
南
部
に
か
け
、
山
地

に
沿
っ
て
分
布
す
る
産
油
地
の
総

称
で
す
。

産
油
の
最
盛
期
は
明
治
二
十
八

年（
一
八
九
五
）〜
四
十
一
年
で
し

た
。
特
に
三
十
五
年
〜
四
十
一
年

は
産
油
量
も
五
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

以
上
と
な
り
、
長
岡
の
ま
ち
に
は

石
油
景
気
が
お
き
、
人
び
と
は
石

油
か
ら
大
き
な
恵
み
を
得
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
産
油
量
は
急

速
に
減
り
、
昭
和
に
入
る
と
衰
退

の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
日
本
で
初
め
て
の

試
み
で
あ
り
、
世
界
で
も
例
の
少

な
い
坑
道
掘
が
昭
和
十
五
年（
一
九

四
〇
）か
ら
桂
澤
村
（
桂
町
・
加
津

保
町
ほ
か
）
で
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
坑
道
掘
と
は
、
油
層
中
に
採

油
坑
道
を
開
削
し
、
側
壁
か
ら
浸

み
出
す
原
油
を
採
取
す
る
も
の
で

す
。坑

道
の
延
長
は
一
万
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

末
期
に
は
海
軍
燃
料
廠
浦
瀬
鉱
業

所
と
し
て
採
掘
を
続
け
ま
し
た
。

戦
後
は
民
間
会
社
が
採
油
し
、
二

十
三
年
に
は
年
間
採
油
量
六
千
五

百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
達
し
ま
し
た
。

坑
道
掘
は
産
油
量
の
減
少
な
ど

か
ら
、
三
十
七
年
に
廃
坑
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
自
然
に
浸
み

出
し
て
く
る
原
油
の
採
集
は
続
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
役

目
を
終
え
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
。

坑
道
掘
の
跡
に
建
つ
敢
闘
の
像

は
、
こ
の
地
の
栄
枯
盛
衰
を
私
た

ち
に
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
う
ど
う
ぼ
り

し
ょ
う

クマツヅラ科の低木。夏にピンク色を帯
びる白色の花を咲かせる。筒状の花冠（は
なびら）からおしべ・めしべが長く突き出
した独特の形をした花である。
秋に熟す果実は青色で、赤色の萼（がく）
とのコントラストが美しい。
クサギの名は、葉に悪臭があることから
つけられた名であるが、これを悪臭と感じ
るかそうでないかは、人により差があり、
なかにはよい香りと感じる人もいるようで
ある。

クワガタムシ科の大型種。新潟県では平
野部から低山帯に広く分布すると考えられ
るが、採集された個体は少ない。
長岡では今までに少なくとも３匹が確認
されたが、多産地は知られない。
典型的な夜間活動種で、特に真夜中に活
動のピークがあるとされ、そのため観察し
にくい種といわれる。
成虫は長命で、飼育下では７年生きたと
いう報告がある。

ナガ
オカ
�
ネイチ

ャー�
スコ
ープ
�

８月自然観察 160

１．開館記念イベント１「君も１日縄文人－縄文人になってみよう－」
縄文人が利用していた道具を作り、それを使って縄文人の生活を体
験してみましょう。また、木や石や草を利用して笛を作り、その笛を
演奏して縄文人になりきってみましょう。二つの体験をとおして自然
と共生していた縄文人について考えてみる体験型イベントです。
日　　時＝８月６日a午前10時～11時30分、午後２時～３時30分　
会　　場＝県立歴史博物館エコサークル
対　　象＝小学生および一般

２．シンポジウム「縄文造形の心に迫る」
日本のデザインの源流には「縄文デザイン」と「弥生デザイン」が
あります。現在につながる合理的・実用的な「弥生デザイン」に対し
て、「縄文デザイン」は非常に独創的です。現代デザイン研究者と縄
文文化の研究者が、それぞれの視点から語り合います。
日　　時＝８月19日g午後１時～３時
会　　場＝厚生会館中ホール
パネリスト＝長岡造形大学学長・豊口協さん、美術評論家・笹山央さ

ん、県立歴史博物館館長・小林達雄さん

３．開館記念イベント２「縄文の森－縄文の音と踊り－」
縄文人のエネルギーを、音や踊りで体感

できるイベントです。創作舞踊と音楽で縄
文人の感性を表現します。
日　　時＝９月17日a午後５時～７時
会　　場＝県立歴史博物館エコサークル
出 演 者＝舞踏家・メグミ･大場さんほか

問い合わせ＝県立歴史博物館イベント担当1４７・６１３４

県立歴史博物館では、開館記念イベント（無料）を開催します。
どうぞご参加ください。

▲縄文の踊りのイメージ



長
岡
市
は
効
率
的
な
行
政
運
営
や
地
域
振
興

の
た
め
に
、
財
団
を
設
立
し
た
り
、
民
間
企
業

に
出
資
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
こ
う
し
た
外
郭
団
体
（
第
三
セ
ク

タ
ー
）
の
効
率
的
な
運
営
を
進
め
る
た
め
に
設

置
し
た
外
郭
団
体
等
経
営
改
善
委
員
会
に
つ
い

て
、
森
市
長
が
報
告
し
ま
す
。

３ ２

長
岡
市
の
外
郭
団
体
（
い
わ
ゆ
る
第
三

セ
ク
タ
ー
）
の
経
営
状
況
等
を
調
査
し
、

必
要
に
応
じ
て
改
善
策
を
講
じ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
そ
の
情
報
を
公
開
し
ま
す
。

外
郭
団
体
に
は
、
次
の
二
つ
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。

①
市
が
主
体
的
に
設
立
し
た
団
体
（
市
の

業
務
の
分
担
を
目
的
と
し
て
設
立
）

②
市
が
資
本
金
の
一
部
を
出
資
し
た
株
式

会
社
（
地
域
振
興
等
の
観
点
か
ら
出
資
）

―
―
―
―
―
運
営
が
効
率
的
か
チ
ェ
ッ
ク

表
１
に
あ
げ
た
団
体
は
、
長
岡
市
が
本

来
行
う
べ
き
業
務
を
一
部
分
担
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
業
務
を
市
が
直
接
行
う
よ
り
、
外

郭
団
体
で
行
っ
た
方
が
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
、
よ
り
効

率
的
な
業
務
の
実
施
が
可
能
で
あ
る
と
判

断
し
た
わ
け
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
す
る
観
点
は
次
の
二
つ
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
効
率
的
な
業
務
実
施
と
い
う
設
立
時
の

ね
ら
い
が
現
在
も
有
効
か
ど
う
か

②
ね
ら
い
ど
お
り
の
効
率
的
運
営
が
な
さ
　

れ
て
い
る
か
ど
う
か

な
お
、
県
や
他
の
市
町
村
と
協
力
し
て

設
立
し
た
信
濃
川
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
機
構
に

つ
い
て
は
、
市
と
し
て
の
関
与
が
適
当
か

ど
う
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
検
討
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
２
つ
の
観
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

表
２
に
あ
げ
た
法
人
は
、
そ
の
業
務
が

地
域
振
興
な
ど
長
岡
市
の
目
的
と
密
接
な

関
係
が
あ
る
た
め
、
出
資
す
る
こ
と
と
し

た
株
式
会
社
で
す
。
業
務
自
体
は
い
わ
ゆ

る
民
間
業
務
で
、
基
本
的
に
は
市
の
業
務

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
長
岡
市
と
し
て
は
、
直

接
経
営
改
善
を
求
め
る
と
い
う
立
場
に
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
二
つ
の
観
点
か

ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
市
が
資
本
参
加
す
る
行
政
上
の
目
的
が
　

薄
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
　

②
将
来
、
経
営
上
の
問
題
で
長
岡
市
に
負
　

担
が
生
じ
る
可
能
性
が
な
い
か
ど
う
か

――――
結
論
は
来
年
３
月
ま
で
に
公
表

調
査
は
、
こ
の
八
月
か
ら
専
門
的
知
識

を
有
す
る
公
認
会
計
士
を
加
え
た
外
郭
団

体
等
経
営
改
善
委
員
会
（
委
員
長
は
助
役
）

が
行
い
ま
す
。

来
年
三
月
ま
で
に
結
論
を
出
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

中
間
段
階
で
も
、
経
営
状
況
に
関
す
る

内
容
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
経
過
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
公
表
す
る
方
針
で
す
。

森市長の
市政報告（８）

外
郭
団
体
の
効
率
的
経
営
の
た
め
に

経
営
改
善
を
求
め
ま
す

省エネのため、市役所の
冷房は28度の設定です。
職員は９月末日まで軽装、
ノーネクタイで執務します。
ご理解をお願いします。

夏季は軽装、ノーネクタイ
で過ごします

担当　人事課
――――――1３９・２２０１

7長岡市芸術�
　　　　文化振興財団�

7長岡市国際交流協会�

�
7長岡市体育協会�

�
(社福)長岡市社会�
　　　　　福祉協議会�

�
7長岡産業交流会館�

7長岡市企業公社�

名　　称�

長岡観光・�
　コンベンション協会�
7長岡市勤労者福祉�
　　サービスセンター�

7長岡市米百俵財団�

7信濃川�
テクノポリス開発機構�

7長岡市環境衛生公社�

長岡地域土地開発公社�

1億円�
（100.0％）�

3億35万円�
（100.0％）�

1億円�
（100.0%）�

�
0円�

6,850万円�
（68.5%）�

5,000万円�
（100.0%）�
任意団体のため
出資金なし�

1億円�
（98.0%）�

出資額�
（出資割合）�

委託や補助で実施している�
主な業務等�

6億5万5千円�
（82.3%）�

8億1,800万円�
（33.1%）�
3,200万円�
（100.0%）�

1,500万円�
（68.0%）�

¡芸術文化活動の支援�
¡芸術文化の鑑賞の機会提供�
¡リリックホール・市立劇場の管理運営�

長岡都市ホテル�
　　　　　資産保有1

1億8,900万円�
（25.2%）�

　長岡グランドホテルの資産保有会社と
その100％出資の経営会社の設立に出資。
地域振興を目的とする。�

長岡ニュータウン・�
　　　　　センター1

3億4,000万円�
（34.0%）�

　ニュータウンセンターの設置に出資。�
ニュータウンの利便性の向上と住環境の
維持改善を目的とする。�

長岡移動電話�
　　　　　システム1

1,500万円�
（6.5%）�

　通信サービスの向上を目的に出資。コ
ミュニティＦＭ局の地域密着型の情報提
供による地域振興を目的とする。�

1新潟ソフト�
　　　ウェアセンター

1,000万円�
（1.0%）�

　市内企業の高度化支援のために出資。�
�人材の育成、効率的プログラムの開発な
どを目的とする。�

1長岡ケーブルテレビ� 3,600万円�
（2.2%）�

　有線テレビ局に出資。地域密着型情報
提供と情報通信（インターネット）の活
用による地域振興を目的とする。�

1エスエーエヌ� 200万円�
（20.0％）�

　リサイクルプラザの運転管理業務を受
託する会社の設立に出資。障害者等の雇
用確保を目的とする。�

名　　称� 出資等の目的�出資額�
（出資割合）�

¡海外の姉妹都市等との交流�
¡市民レベルの交流活動の支援�
¡市在住外国人との交流�

¡市民の体力と競技力の向上�
¡指導者育成、各種大会、講習会の実施�
¡体育施設の管理運営�
¡地域福祉、在宅福祉活動、ボランティ
　ア育成等　�
¡共同募金等の募金活動�
¡老人福祉センター等の管理運営�

1スペースネオトピア�
�

2億2,500万円�
�（5.6%）�

　テーマパークの建設による地域振興を
目的に出資。会社は社会経済情勢の変化
で土地分譲事業に目的を変更。企業誘致
による地域振興を目的とする。�

¡展示会、シンポジウム、イベント等の
　開催、誘致、産業技術情報の提供�
¡ハイブ長岡の管理運営�

¡市営スキー場、八方台休暇センター、�
　市営駐車場等の管理運営�
¡コンベンションの誘致、支援�
¡観光客の誘致　¡長岡の広報、宣伝�
¡中小企業勤労者の生活安定、健康増進、
　自己啓発、余暇活動等の支援事業�

¡奨学金の貸付�
¡米百俵精神の啓発・普及活動�

¡研究開発の融資、債務保証�
¡先端技術の研究開発、技術指導�
¡し尿収集、運搬　¡公衆便所の清掃�
¡道路の清掃�

越後ステーション開発1
500万円�
（2.4%）�

　長岡駅ビルの管理会社に出資。駅周辺
の発展に寄与することを目的とする。�

1鉄索会館� 40万円�
（0.4%）�

　市営スキー場の開設の際に出資。全国
のリフト事業を営む法人等が出資。�

1新潟ふるさと村� 130万円�
（0.4%）�

　県内の観光、物産振興の目的で県内の
市町村とともに出資。�

1レーザー応用�
　　　　工学センター�

5,000万円�
（4.8%）�

　長岡市に設置されることから出資。施
設の活用と技術の定着を目的とする。�

1新潟放送� 171万円�　県内初の商業放送局に公共性が高いことから、県内の市町村とともに出資�

日石三菱1 349万7千円�　互尊文庫の設立費、維持費として寄贈されたもの。�

石油資源開発1 1,667万6千円�　石油開発公団の事業分離の際に、債権を株式で引き受けたもの。�

¡公有地の先行取得、造成�

１　市が主体的に設立した団体等

２　市が出資している株式会社
民間資本を中心として設立された法人。地域振興等の必要か
ら市が資本参加したもの

主に市有施設の管理運営にあたったり、市の仕事を分担する
法人。市が直接行うより効率的、効果的で柔軟に運営できると
いう観点から設立したもの

市
　
長�

委
員
会�

第
三
セ
ク
タ
ー�

q調査検討依頼�

t報 告�

w
調
査
協
力
依
頼�

e
資
料
提
供
・
説
明�

r検 討�

y

目的に沿っているか？�
改善の方向は？�

助
役
が
委
員
長
を
務
め
、公
認�

会
計
士
を
含
む
６
人
で
構
成�

市が主体的に設立した団体�
左ページ【表１】 のとおり�

市が出資している株式会社�
左ページ【表２】 のとおり�

各法人の経営計画や経営実態、経営上の問題点などを調査、研究します。�

市長は委員会の報告を参考に、各法人に対して改善等の実行を求めます。�

委員会のしごと�

市
が
出
資
し
た
株
式
会
社

市
が
主
体
的
に
設
立
し
た
団
体

委
員
会
は
８
月
か
ら
検
討

【表１】

【表２】



し
た
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
火
z
土

器
群
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土
器
は
器
と
し
て
使
わ
れ
た
ほ

か
に
、
社
会
的
、
宗
教
的
な
理
由

か
ら
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
多
様
な
造
形
や
デ

ザ
イ
ン
に
、
縄
文
人
の
セ
ン
ス
の

良
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縄
文
時
代
の
人
々
は
、
ど
ん
な

思
い
で
、
こ
れ
ら
の
土
器
を
つ
く

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

縄
文
人
の
四
季
の
生
活
を
体
験

し
た
あ
と
は
、
縄
文
文
化
を
示
す

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
あ
る
「
縄
文

文
化
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
訪
ね
て
み

ま
し
ょ
う
。
生
活
や
文
化
、
そ
し

て
縄
文
時
代
の
人
々
の
身
体
的
特

徴
に
関
す
る
資
料
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
勧
め
は
「
火
z
土

器
の
世
界
」
で
す
。
県
内
で
出
土

し
ょ
う
か
。
縄
文
展
示
室
で
は
、

縄
文
人
が
四
季
の
移
り
変
わ
り
に

対
応
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
よ

う
す
を
、
実
物
大
の
復
元
で
見
て
、

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
縄
文
人
の
生
活
を

一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

５
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ

「
県
立
歴
史
博
物
館
か
わ

ら
ば
ん
」
で
お
伝
え
し
て

い
る
と
お
り
、
県
立
歴
史

博
物
館
が
関
原
町
に
い
よ

い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
県
立
歴

史
博
物
館
の
常
設
展
示
室

か
ら
、
い
く
つ
か
の
展
示

物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

夏
休
み
に
、
遊
園
地
や

温
泉
へ
の
旅
行
も
い
い
け

れ
ど
、
縄
文
時
代
と
新
潟

県
の
歴
史
を
、
体
験
し
な

が
ら
学
べ
る
、
県
立
歴
史

博
物
館
へ
の
時
間
旅
行
も

プ
ラ
ン
の
ひ
と
つ
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

５ ４

そ
れ
で
は
、
時
間
旅
行
の
最

初
の
目
的
地
「
縄
文
人
の
世
界
」

へ
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

縄
文
人
の
世
界

縄
文
文
化
を
探
る

▲常設展示室には、エントランスホールからエスカレーターで下
へ降りてゆきます。時間旅行にふさわしくタイムマシンの搭乗口
への通路のようです。

実
物
大
の
歴
史
を
、見
て
・
体
験
し
て
学
べ
る

夏
休
み
は
親
子
で
時
間
旅
行

県
立
歴
史
博
物
館
が
8
月
1
日
開
館

夏休み特集

　縄文人は、貴重な栄養素である動物性タンパク質

を得るために、真冬でも、野山に生息する獣を狩っ

ていました。獣のものと思われる毛皮に身を包み、

縄文犬を引き連れ、狩りに成功したニホンジカを解

体しているようすが再現されています。�
　縄文時代から、犬は人間のそばにいたこともわか

ります。�

s
春
の
採
集

　
縄
文
人
は
、
長
い
年
月
の
中
で
、

食
べ
ら
れ
る
も
の
と
食
べ
ら
れ
な

い
も
の
を
見
分
け
る
知
識
と
、
道

具
を
使
っ
て
木
の
実
や
山
菜
な
ど

の
食
品
を
加
工
す
る
技
術
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。�

t秋の広場

　晩秋の縄文人の村の

ようすが再現されてい

ます。�
　冬に備えてみんなが

忙しく働いています。

また、この縄文の実物

大復元の中では、この

秋の広場が一番大きく、

大木や、木に登る子ど

もなども目を引きます。

　男性も女性も、これ

から迎える厳しい冬に

備えて忙しく働いてい

ます。�

▲夏の海

　縄文人は、漁労活動を行った人々でもありま

した。貝塚が作られるようになったのも、縄文

時代になってからです。�
　魚を捕るための道具を当時から使っていたこ

とや、干したり煮たりと器用に調理していたよ

うすが再現されています。�
　また、海で骨折したのではないかと思われる

人が治療されているようすも見ることができま

す。�

s
火

型
土
器

縄
文
時
代
の
火
焔
型
土
器
群�

夏休みは親子で時間旅行

z

約
一
万
二
千
年
前
か
ら
約
二
千

年
前
ま
で
の
間
続
い
た
縄
文
時
代
。

土
器
の
製
作
と
定
住
生
活
に
特

徴
づ
け
ら
れ
る
こ
の
時
代
、
人
々

は
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
で



時
間
旅
行
は
い
か
が
で

し
た
か
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

き
っ
と
楽
し
め
る
と
思
い

ま
す
。

県
立
歴
史
博
物
館
に
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

s
江
戸
時
代
後
期
の
新
田
開
発

風
景

　
西
蒲
原
郡
三
潟
水
抜
き
工
事�

の
よ
う
す
。�

こ
こ
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期

を
迎
え
る
直
前
、
昭
和
三
十
年
代

初
め
の
豪
雪
地
高
田
の
雪
と
く
ら

し
を
実
物
大
で
再
現
し
て
い
ま
す
。

場
所
は
、
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た

高
田
（
上
越
市
）
の
雁
木
通
り
と

商
店
街
で
す
。

が
ん
ぎ

６

次
の
七
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
新
潟
の
あ
け
ぼ
の
」
で
は
、

新
潟
県
の
旧
石
器
時
代
か
ら
古
墳

時
代
ま
で
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
古
代
の
新
潟
」
は
奈
良
・
平

安
時
代
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

中
央
で
律
令
が
つ
く
ら
れ
、
新

潟
も
そ
の
政
治
下
に
お
か
れ
て
ゆ

く
よ
う
す
が
わ
か
り
ま
す
。

「
中
世
の
新
潟
」
は
、
上
杉
謙

信
に
代
表
さ
れ
る
、
時
代
の
担
い

手
と
し
て
武
士
が
活
躍
し
た
時
代

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
近
世
の
新
潟
」
で
は
、
武
士

の
時
代
か
ら
庶
民
の
時
代
へ
の
移

り
変
わ
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
近
世
・
近
現
代
の
産
物
」
は
、

江
戸
幕
府
を
支
え
た
金
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
こ
の
時
代
の
産
物
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

「
近
世
・
近
現
代
の
人
物
」
で

は
、
近
世
・
近
現
代
の
県
出
身
者

と
そ
の
業
績
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
近
現
代
の
新
潟
」
で
は
、
戊

辰
戦
争
に
は
じ
ま
り
明
治
維
新
以

降
の
変
化
の
時
代
に
、
新
潟
県
の

発
展
に
貢
献
し
た
人
た
ち
の
足
跡

を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
に
、
信
濃
川
と
県
内
に
ひ

ろ
が
る
平
野
が
、
新
潟
が
米
ど
こ

ろ
と
よ
ば
れ
る
理
由
に
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
当
に
理
由
は
そ
れ
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
「
米
づ
く
り
」
展
示
室
で

は
、
県
内
各
地
の
先
人
た
ち
が
江

戸
時
代
か
ら
、
水
や
湿
地
と
闘
い

な
が
ら
新
田
開
発
や
米
の
品
種
改

良
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
歴
史
が
新
潟
県
を
米

ど
こ
ろ
に
し
た
本
当
の
理
由
で
あ

る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
２
つ
の
展
示
室

も
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
新
潟
の
あ
ゆ
み
」

展
示
室

「
米
づ
く
り
」
展
示
室

縄
文
時
代
の
時
間
旅
行
は
い

か
が
で
し
た
か
。

つ
づ
い
て
は
、
い
っ
き
に
昭

和
三
十
年
代
初
め
ま
で
時
間
を

進
め
て
、
雪
と
人
々
の
く
ら
し

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
雪
と
く
ら
し
」
展
示
室

国営越後丘陵公園�

長岡技術科学大学�

ニュータウン中央線�

至高崎�

長岡ニュータウン�

馬高・三十稲場遺跡�

長岡ジャンクション�

長岡ＩＣ�

大手大橋�

長生橋�

信濃川�

長岡駅�

関越自動車道�

至新潟�

北陸自動車道�

8

8

県立歴史博物館�

至富山�

縄文人にとって重要な意味を持っていたと考
えられる、渦巻きやＳ字文様。それらを中心と
した縄文土器に表現されたデザイン。これらの
縄文土器に加え、縄文のデザインとその心に触
発され、自らの創作に取り組む、人間国宝・島
岡達三さんをはじめ現代アーティスト11人がそ
の作品を紹介します。
開催期間＝８月１日c～９月17日a

観 覧 料＝一般１，０００円
大学・高校生7 0 0円
中学・小学生5 0 0円
（常設展示観覧料金を含みます）

問い合わせ＝県立歴史博物館1４７・６１３０
そのほかの開館記念イベントについては、「県

立歴史博物館かわらばん④」をご覧ください。

開館時間と入館料

開館時間＝午前９時30分～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

休 館 日＝月曜日（休館日が祝祭日などのときは、その日
以降の休日でない最初の日）

入 場 料＝中学生以下…………………………………1 0 0円
高校生、大学・専門学校生……………… 2 0 0円
一　般……………………………………… 4 0 0円

（特別展をご覧になる場合には、別途料金が必要
です）

問い合わせ＝県立歴史博物館1４７・６１３０

　　商店街の雁木通りは、雪国で

あってもそこに人が集まっていた

ことを示しています。（写真：下

段左）�

　　雁木通りには、荒物・雑貨屋や、

一文店、下駄屋などが当時のよう

すそのままに再現されています。

（写真：下段右）�

　　２階の展示室にあがると、１階

で見た雁木やお店に大雪が積もっ

ていて、お店が潰れないように、

みんなで除雪をしているようすが

忠実に再現されています。どうり

でだれも店番がいないはずです。

（写真：上段）�

あら  もの�

s昭和30年代初めの高田雁木通り

▲紀州本川中島合戦図屏風
（中世の新潟）

▲女性の社会進出のさきがけ
女性株券師
（近世・近現代の人物）

▲長岡空襲後の市街地
（近現代の新潟）

長岡市郵便局と市では、県立歴史博物館の開
館記念縄文シンポジウム（無料）を開催します。
日　時＝９月３日a午後１時から
会　場＝リリックホール・シアター
定　員＝4 5 0人（申し込み多数の場合は抽選）
内　容＝①基調講演　

県立歴史博物館館長・小林達雄さん
演題「現代と縄文」
②リラクゼーションコンサート
③パネルディスカッション
パネリスト
国立歴史民族博物館館長・佐原真さん、
国立科学博物館人類学部長・馬場悠男
さん、上海博物館助教授・胡江（フー
ジャン）さん
コーディネーター　小林達雄さん

申し込み＝８月10日eまでに、往復はがきに、
住所、氏名と年齢、電話番号を記入し
（１枚のはがきで２人まで）、〒９４０－
８７９９（専用郵便番号）長岡郵便局「簡
易保険文化講演会係」へ

問い合わせ＝長岡郵便局
「簡易保険文化講演会係」1３２・１０１０

県立歴史博物館開館特別展
[火焔土器的こころ]

ジョウモネスク・ジャパン

簡易保険縄文シンポジウムIN長岡

夏休みは親子で時間旅行

７�７�

案内図

バスをご利用ください�
時刻表（８月１日開通）�

所要時間約４０分�

長岡駅発�
１０：０５
１１：３５
１３：０５
１４：３５
１６：０５�

博物館発�
１０：４８
１２：１８
１３：４８
１５：１８
１６：４８�
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地
震
の
揺
れ
を
実
際
に
体
験
で

き
る
「
起
震
車
」
や
火
災
の
煙
を

再
現
す
る
「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
」
を

用
意
す
る
な
ど
、
今
回
の
訓
練
は

「
見
て
・
聞
い
て
・
体
験
す
る
」

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
参
加
・
見
学
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課
1

39
・
２
２
０
６
へ
ど
う
ぞ
。

年
は
千
秋
が
原
特
設
会
場
で
、

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
で
は
、
被
害
状
況
の
把
握

の
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
出
動

す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
に
よ
る
炊
き

出
し
訓
練
や
応
急
救
護
訓
練
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
（
ガ
ス
・

電
気
・
電
話
な
ど
）
に
よ
る
、
復

旧
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
県
下
の
消
防
本
部
が
多

数
応
援
に
駆
け
付
け
、
地
元
消
防

団
な
ど
と
連
携
し
、
消
火
・
救
出
・

救
護
訓
練
を
展
開
し
ま
す
。

見
て
、
聞
い
て

体
験
し
て
く
だ
さ
い

見
て
・
聞
い
て
・
体
験
し
て
く
だ
さ
い�

総
合
防
災
訓
練
を
実
施�

震度六弱の�
地震が発生!!　

”八
月
二
十
七
日
、
午
前
八
時
に
発
生
し
た
震
度
六
弱
の
地
震
に
よ
り
市
内
各
所
に
大
き

な
被
害
が
生
じ
て
い
る
。
関
係
機
関
は
連
携
し
、
応
急
対
策
に
あ
た
れ
“�

　
長
岡
市
は
こ
の
想
定
で
八
月
二
十
七
日
　
、
千
秋
が
原
特
設
会
場
に
お
い
て
、
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
に
は
、
地
元
の
自
主
防
災
会
・
町
内
会
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
、
市
、
県
下
消
防
本
部
、
消
防
団
、
医
療
機
関
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
な
ど

が
参
加
し
ま
す
。�

　
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
い
い
ま
す
。
家
庭
や
職
場
で
災
害
へ
の
備
え
は
で

き
て
い
ま
す
か
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。�

（日）�

▼昨年の訓練で（初期消火訓練・北中学校）

訓　練　内　容
時　間＝８月27日a午前８時30分～11時30分
会　場＝千秋が原特設会場（長岡赤十字病院西側）

〔県下消防本部集結訓練関係〕
県下消防本部応援部隊集結訓練、高層建物火災消火・救助訓
練、高速自動車道多重追突事故救助・救急訓練、危険物火災
消火訓練、倒壊ビル救助訓練、延焼防止線設定訓練など
〔自主防災会・町内会参加訓練関係〕
避難訓練、初期消火訓練、炊き出し訓練、臨時救護所開設訓
練、倒壊家屋救出訓練など

〔ライフライン・その他訓練
関係〕
緊急電源設定訓練、架橋訓練、
水道管復旧訓練、ガス配管復
旧訓練、電力線復旧訓練、電
話線復旧訓練、道路啓開訓練、
河川越水訓練など

今

t会場案内図

９�９�

Ｎ� ↑
与
板�

←長
岡Ｉ
．Ｃ
�

リリックホール�

米百俵の群像�

国道８号�

Ｐ�

Ｐ�

Ｐ�

Ｐ�

Ｐ�

新潟県立�
近代美術館�

ハイブ長岡�

長岡赤十字病院�

↓大手大橋�

信濃川�

長
岡
大
橋�

訓練会場� 会場周辺では消防車、救急車
などがサイレンを鳴らすなど、
大きな音がします。事故・火災
と間違わないでください。
周辺の道路では、交通規制を

する場合があります。ご協力を
お願いします。

お願い

８

し
い
橋
は
、
イ
メ
ー
ジ
図
の

よ
う
に
流
水
部
が
連
続
ア
ー
チ
形

と
な
り
ま
す
。

自
然
景
観
と
調
和
す
る
こ
と
や

リ
ズ
ミ
カ
ル
で
連
続
性
が
あ
る
こ

と
、
橋
上
の
空
間
が
開
放
的
で
あ

る
こ
と
、
維
持
管
理
し
や
す
く
経

済
的
と
い
う
点
を
考
慮
し
、
い
く

つ
か
の
案
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し

た
。デ

ザ
イ
ン
は
、
長
岡
東
西
道
路

信
濃
川
橋
り
ょ
う
景
観
検
討
委
員

会
（
委
員
長
・
長
岡
技
術
科
学
大

学
教
授
・
長
井
正
嗣
さ
ん
）
で
、

昨
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
、
決
定

し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ

用
地
取
得
に
着
手
し
ま
す

長
岡
東
西
道
路
の
完
成
に
向
け
て�

　
こ
の
た
び
、
長
岡
東
西
道
路
の
要
で
あ
る
信
濃
川
橋
り
ょ
う
の
デ
ザ
イ
ン
が

決
ま
り
ま
し
た
。�

　
現
在
、
要
町
（
県
道
長
岡
・
中
之
島
・
見
附
線
）
〜
西
津
町
の
約
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
を
一
般
国
道
四
〇
四
号
と
し
て
新
潟
県
が
整
備
を
進
め
て
お
り
、
い
よ

い
よ
用
地
取
得
が
始
ま
り
ま
す
。�

新



日　時＝８月１日c午前
９時から

会　場＝平和の森公園
（本町３）

内　容＝黙とう（非核平
和・悠久の鐘）、
宣言文朗読、献
花、長岡空襲の
話（五十嵐榮作
さん）、折り鶴
の依託ほか

●戦災殉難者慰霊祭
時　間＝午前６時から
会　場＝平潟公園（表町１）
●早朝墓前供養
時　間＝午前７時から
会　場＝昌福寺（四郎丸４）
●市民におくる映画の集い
時　間＝午前10時～11時45分
会　場＝表町公民館（表町小学校内）
内　容＝「うしろの正面だあれ」
●非核平和都市祈願燈籠流し
時　間＝午後７時30分から　
場　所＝柿川（一之橋付近）
燈籠流しセレモニーを午後６時50分から大

手通りで行います。

1 1 1 0

市政ニュース�NAGAOKA

▲長岡空襲で焼け野原となった中心市街地
（殿町から表町方面をのぞむ）
投下された焼い弾は約16万発を超え、市
街地の約80％が全・半焼しました。

写真上：戦前の長岡赤十字病院
写真下：旧長岡赤十字病院本館の表玄関内側扉
縦２ｍ×横0.75ｍの扉６枚と縦0.5ｍ×横0.7ｍの
天窓２枚を科学博物館が収集・保存しました。
旧長岡赤十字病院は長岡空襲でほぼ全焼。一部焼
失を免れた扉などに、空襲の熱風による黒い変色と
いった傷あとが残っていました。

▲「World Peace Forever 」
（恩田梨紗さんの作品）

▲

催
し
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）。

黙
と
う
、
宣
言
文
朗
読
、
献
花

だ
け
で
な
く
、
長
岡
空
襲
の
話
を

通
し
て
、
平
和
へ
の
思
い
を
一
つ

に
し
ま
す
。
大
勢
の
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和

の
大
切
さ
を
中
学
生
の
み
な
さ
ん

か
ら
自
分
な
り
に
感
じ
て
も
ら
お

う
と
、
八
月
六
日
の
広
島
平
和
祈

念
式
に
、
平
和
に
関
す
る
作
品
の

入
賞
者
十
人
と
中
学
校
代
表
九
人

を
派
遣
し
ま
す
。

二
十
世
紀
最
後
の
八
月
一
日
。

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
て
く

だ
さ
い
。

月
二
日
d
〜
十
一
日
f
、
市

役
所
一
階
に
平
和
に
関
す
る
入
賞

作
品
（
左
表
参
照
）
と
戦
災
資
料

を
展
示
し
ま
す
。

展
示
す
る
戦
災
資
料
に
は
、
こ

の
た
び
科
学
博
物
館
が
収
集
・
保

存
し
た
、
旧
長
岡
赤
十
字
病
院
本

館
の
表
玄
関
内
側
扉
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
空
襲
の
資
料
は
科

学
博
物
館
、
県
立
歴
史
博
物
館
（
関

原
一
）
で
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
八
月
一
日
午
前
九
時

か
ら
平
和
の
森
公
園
で
、「
非
核
平

和
都
市
宣
言
市
民
の
集
い
」
を
開

市
な
ど
が
協
力
し
な
が
ら
、
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

出
店
者
は
、
二
十
五
人
の
応
募

者
の
中
か
ら
書
類
・
面
接
審
査
で

選
ば
れ
た
若
者
五
人
。
ど
れ
も
個

性
的
な
店
舗
ば
か
り
で
す
。
商
店

街
に
新
風
を
吹
き
込
む
魅
力
的
な

お
店
に
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

月
十
四
日
、
大
手
通
二
丁
目

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
リ
ー
ド
・

ブ
ロ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
商
店
経
営
を
め
ざ

す
若
者
ら
に
一
年
間
ミ
ニ
店
舗
を

提
供
し
て
、
商
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

体
得
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
本

格
的
に
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗

に
出
店
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
試

み
で
す
。

長
岡
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な

り
、
商
店
街
、
市
民
、
関
係
団
体
、

感
じ
て
く
だ
さ
い

平
和
へ
の
思
い

八

個
性
派
ぞ
ろ
い
の
5
店
舗

平
和
に
関
す
る
入
賞
作
品
と
戦
災
資
料
を
展
示�

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に�

〔作文の部〕
菊入　麻衣子（東中３）
林　　明奈　（山本中３）
遠藤　美緒　（北中２）
酒井　縁　　（東北中２）
郡司　稔也　（東中３）
〔ポスターの部〕
藍沢　直実　（東北中２）
恩田　梨紗　（南中３）
百々　陽菜　（西中１）
〔標語の部〕
白井　直樹　（東中３）
江口　景子　（南中１）

平和作品入賞者一覧
（敬称略）

平和作品は長岡市ホームページ
でもご覧いただけます（http://www.
city.nagaoka.niigata.jp）。

こ
し�

み�

　
八
月
一
日
と
い
う
と
み
な
さ
ん
は
何
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
か
。
華
や
か
な
民
踊
流
し
や
勇
壮
な
神

輿
な
ど
、
多
く
の
人
は
長
岡
ま
つ
り
の
前
夜
祭
を

挙
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
長
岡
ま
つ
り
は
、
初
め
復
興
祭
と
い
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
一
日
の
長
岡
空

襲
で
亡
く
な
っ
た
、
約
千
五
百
人
の
戦
災
殉
難
者

の
め
い
福
を
祈
り
、
復
興
へ
の
努
力
の
思
い
か
ら
、

出
発
し
た
祭
り
で
し
た
。�

　
そ
し
て
、
自
立
心
を
原
動
力
と
す
る
多
く
の

先
人
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
復
興
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。�

　
今
年
は
長
岡
空
襲
か
ら
五
十
五
年
目
。
二
十
世

紀
最
後
の
年
で
す
。
こ
の
節
目
の
年
だ
か
ら
こ
そ
、

も
う
一
度
戦
争
の
怖
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。�

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
中
心
市
街
地
を
活
性
化
！�

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が�

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た�

大

手

通

り�

大光銀行本店�

J R 長 岡 駅�

北越銀行本店�

長岡商工�
会議所�

厚生会館�

チャレンジショップ�
「リード・ブロー」�

Ｎ�

▲チャレンジショップ「リード・
ブロー」の位置図（大手通２の
４の３大手ビル１階）

非核平和都市宣言市民の集い
（平和の誓い・平和祈願祭）

非核平和関連行事（８月１日（火））

▲昨年の非核平和都市宣
言市民の集いで

▲昨年の非核平和都
市祈願燈籠流しで

▲インテリア雑貨などを扱
うお店を出した赤澤紀子さ
ん
「開店前に歩行者天国で
チラシを配ったのですが、
若い人たちの反応が良く、
開店日が待ち遠しかった。
がんばって続けていきたい」
と意欲いっぱい。

▲オープン当日のチャレンジショップ「リード・ブ
ロー」で
輸入ブランド・アメリカンカジュアルを扱う猪俣
雄大さんは「オリジナル商品が売りです。たくさん
の人に来てもらって買ってほしい」（写真左）と抱負
を語っています。
「今日はこのために小千谷から来ました。お店は
どれもかなりいい。また、来たいです」（写真右から
楠木夏子さん・北原慶さん）と、お客さんの反応も
上々でした。

とうろう

七



日
時
＝
８
月
23
日
d
午
前
10
時
〜

正
午
　
定
員
＝
20
人
　
参
加
料
＝

３
０
０
円
　
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
＝
８
月
10
日
e
午
前
９

時
か
ら

参
加
は
自
由
で
す
。
直
接
、
セ

ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
11
日
f
・
12
日
g
の

最
初
に
晴
れ
た
日
の
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

日
時
＝
９
月
10
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
４

年
生
〜
高
校
生
ま
た
は
親
子
　
定

員
＝
15
人
　
内
容
＝
ペ
ン
ダ
ン
ト
、

ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
な
ど
　
材
料
費

＝
３
０
０
円
〜
１
、１
０
０
円
　
申

し
込
み
＝
９
月
７
日
e
ま
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

７
月
25
日
c
〜
８
月
31
日
e
ま

で
、
高
校
生
以
下
の
入
場
料
は
無

料
で
す
。

９
月
４
日
b
〜
８
日
f
は
、
秋

番
組
の
入
れ
替
え
の
た
め
お
休
み

し
ま
す
。温

水
プ
ー
ル

９
月
１
日
f
〜
11
日
b
は
、
補

修
工
事
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

1 3

期
間
＝
９
月
７
日
e
〜
10
日
a

会
場
＝

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
上
映
作

品
＝
手
紙
（
韓
国
）
、
追
憶
の
上
海
（
中

国
）、
ナ
イ
フ
（
ベ
ト
ナ
ム
）、
こ
ど
も
の

そ
ら
（
日
本
）
ほ
か
　
前
売
り
券
＝
１
回

券
８
０
０
円
、
３
回
券
２
、０
０
０
円
、
フ

リ
ー
券
４
、０
０
０
円

10
日
の
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス
・
コ
ッ
プ
（
香

港
）
上
映
時
に
俳
優
・
仲
村
ト
オ
ル
さ
ん

の
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
（
要
整
理
券
）。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会

1
33
・
１
２
３
１
（
月
・
木
・
金
曜
日
の

夜
間
）

①
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

当
日
は
午
前
９
時
30
分
に
長
岡
駅
大
手

口
か
ら
無
料
臨
時
バ
ス
が
出
ま
す
。

日
時
＝
８
月
26
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
　
内
容
＝
プ
レ
講
義
「
デ
ザ
イ
ン
教
室
」、

入
試
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
、
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
、
入
試
参
考
作
品
展

示
、
個
別
相
談
な
ど
　
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
＝
入
試
事
務
室
へ

②
「
地
域
文
化
特
講
」
一
般
開
放
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
28
日
、
10
月
12
日
、
26
日
、

11
月
９
日
、
16
日
、
30
日
、
12
月
７
日
の

各
木
曜
日
午
後
４
時
20
分
〜
５
時
50
分

講
師
と
内
容
＝
カ
マ
キ
リ
の
産
卵
と
積
雪

量
の
関
係
の
研
究
家
・
酒
井
與
喜
夫
さ
ん

「
動
物
の
生
態
行
動
と
気
象
予
報
」、
杉
本

鉞
子
研
究
家
・
青
柳
保
子
さ
ん
「
杉
本
鉞

子
と
『
武
士
の
娘
』
」
ほ
か
　
定
員
＝
50

人
　
申
し
込
み
＝
往
復
は
が
き
に
「
地
域

文
化
特
講
受
講
希
望
」
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
を

記
入
し
、
９
月
14
日
e
ま
で
に
（
当
日
消

印
有
効
）
〒
９
４
０
―
２
０
８
８
宮
関
町

１
９
７
長
岡
造
形
大
学
教
務
課
へ

Ｉ
」
④
８
月
22
日
c
午
後
２
時
〜

５
時
15
分
「
ガ
ン
ジ
ー
」
⑤
８
月

25
日
f
午
後
２
時
〜
３
時
20
分
「
ス

ヌ
ー
ピ
ー
の
大
冒
険
」
⑥
９
月
９

日
g
午
後
６
時
〜
８
時
10
分
「

フ
ィ
フ
ス
・
エ
レ
メ
ン
ト
」

会

場
＝
講
堂
　
定
員
＝
１
９
０
人
　

日
時
＝
８
月
25
日
f
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文
庫

内
容
＝
萩
原
朔
太
郎
詩
集
「
月
に

吠
え
る
」

日
時
＝
９
月
14
日
〜
11
月
９
日
の

第
２
・
第
４
木
曜
日
（
計
５
回
）

午
後
７
時
か
ら
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
　
資
料
代
＝
１
、０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
文
書
資
料
室
1
36
・

７
８
３
２

日
時
＝
９
月
３
日
a
午
後
２
時
〜

４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
　
講
師
＝
野
生
生
物
研
究
家
・

千
石
正
一
さ
ん
　
定
員
＝
１
３
０

人
　
申
し
込
み
＝
８
月
30
日
d
ま

で日
時
と
内
容
＝
①
８
月
11
日
f
午

後
２
時
〜
３
時
35
分
「
フ
ラ
イ
ト

オ
ブ
ド
ラ
ゴ
ン
」
②
８
月
18
日
f

午
後
２
時
〜
３
時
20
分
「
孫
悟
空

の
妖
怪
退
治
」
③
８
月
19
日
g
午

後
６
時
〜
８
時
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
―
Ｂ

ブ
ト
ム
シ
で
昆
虫
の
生
態
を
学
び

ま
す
。

日
時
＝
８
月
12
日
g
午
前
10
時
〜

正
午
　
会
場
＝
科
学
博
物
館
展
示

室
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
申

し
込
み
＝
８
月
10
日
e
ま
で

低
温
室
の
中
で
氷
の
実
験
や
結

晶
の
観
察
を
し
ま
す
。
午
後
１
時

に
集
合
す
れ
ば
、
人
工
雪
を
つ
く

る
実
験
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
８
月
11
日
f
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
雪
氷
防

災
実
験
研
究
所
（
栖
吉
町
）

対

象
＝
小
・
中
学
生
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

定
員
＝
30
人
　
参

加
料
＝
１
０
０
円
　
持
ち
物
＝
防

寒
着
、
手
袋
、
筆
記
用
具
　
申
し

込
み
＝
８
月
９
日
d
ま
で

日
時
＝
８
月
27
日
a
午
前
６
時
〜

10
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

親
沢
町
周
辺
　
集
合
＝
親
沢
バ
ス

停
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
参

加
料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用

具
、
雨
具
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
も

申
し
込
み
＝
８
月
24
日
e
ま
で

夏
休
み
に
採
集
し
た
名
前
の
わ

か
ら
な
い
岩
石
や
化
石
、
植
物
、

昆
虫
を
調
べ
ま
す
。
岩
石
の
で
き

方
や
生
き
物
の
生
態
も
学
べ
ま
す
。

都
合
の
い
い
時
間
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
27
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

工
作
室
（
岩
石
・
化
石
・
植
物
）、

同
３
０
２
教
室
（
昆
虫
）

テ
ー
マ
＝
秋
ま
き
草
花
の
育
て
方

日
時
＝
８
月
19
日
g
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所
前
　
講

師
＝
市
政
だ
よ
り
「
園
芸
教
室
」

担
当
・
小
林
正
夫
さ
ん
　
定
員
＝

40
人
　
参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
８
月
16
日
d
ま
で

展
示
中
の
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
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市役所　　  幸町2の1の1 135・1122
●特に記載のないものは、電話で申し込んでくだ�
　さい。先着順で受け付けます。�

お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�

長岡市ホームページアドレス

な が お か 市 民 大 学 ～ 後 期 受 講 生 募 集 �

４
学
連
携
講
座�

専

門

コ

ー

ス�

一
般
教
養
コ
ー
ス�

講　座　名� 講　座　概　要� 回数� 期　　日� 時間�会　場� 講　　師� 定員�受 講 料�申込方法と期限�

長岡学のすすめ
Part２～長岡再発
見の旅�

ドイツ語会話�

パソコン�
初級講座e

現代社会と家族～
少子化時代の子育
てと親子関係�

中国の文化・日本
の文化～「贈り物」
の比較文化�

まちづくりとデザ
イン～21世紀とま
ちづくり�

暮らしとデザイン
～デザインを読む
w

信濃川の歴史と�
自然�

21世紀を見据えながら、長
岡のバラエティー豊かでユ
ニークな財産を新たな眼で
とらえます。�

長岡をはぐくむ信濃川の自
然と、それに関わる人々の
生活を総合的に解説します。�

生活の中にある、身近なデ
ザインについて考えます。�

理想的な生活を営むための
まちづくりを科学的な側面
から考えます。�

贈り物に適すもの、適さな
いものという観点から両国
の文化を比較しつつ、中国
人の習慣を紹介します。�

現代の子育てや親子関係、
さらにこれから求められる
子育て支援等について考え
ます。�

初心者を対象に基本操作から
始め、文書の作成、印刷出力
を行います。使用するワープ
ロソフトは一太郎Ver.８です。�

初歩のドイツ語会話の旅に
出かけましょう。�

10/14g、21g 中央�
図書館�

しなの川音楽祭実行
委員会委員・中島太
郎さんほか�

科学博物館�
渡辺央館長ほか�

長岡造形大学�
小林誠教授ほか�

長岡造形大学�
曽宇泰子教授ほか�

長岡短期大学�
李宗惠客員教授�

長岡短期大学�
松信ひろみ専任講師�

視聴覚センター�
白井貞一視聴覚教育
主事ほか�

日本歯科大学�
芳野昇教授�

中央�
公民館�

長岡造�
形大学�

長岡造�
形大学�

中央�
公民館�

長岡短
期大学�

教育セ
ンター�

中央�
公民館�

14:00�
～�

16:00

19:00�
～�

20:30

19:00�
～�

20:30

19:00�
～�

20:30

19:00�
～�

20:30

19:00�
～�

20:30

18:30�
～�

20:30

19:00�
～�

21:00

９/７～10/19
の毎週木曜日�

10/４～25�
の毎週水曜日�

11/１～22�
の毎週水曜日�

９/４～11/27
の毎週月曜日�
（10/9は除く）�

９/19～10/10
の毎週火曜日�

９/４b、�
６d、８f、
11b、13d

９/６～11/22
の毎週水曜日�

２� 1,000円� 電話で�

電話で�

電話で�

電話で�

電話で�

電話で�

往復はがき
で８/21b
必着�

電話で�

3,000円�
ほかにテ�
キスト代�

500円�

2,000円�

2,000円�

5,000円�

2,000円�

4,000円�

5,000円�
ほかにテ�
キスト代�
1,890円�

60
人�

40
人�

40
人�

40
人�

40
人�

40
人�

20
人�

30
人�12

５�

４�

12

４�

４�

７�

　長岡技術科学大学、長岡造形大学、長岡短期大学、長岡工業高等専門学校等の先生が講師を務め、専門的な知識やさま
ざまな情報をわかりやすく解説します。�

●申し込み　電話で申し込む講座は、生涯学習・体育課（中央公民館）1３２・０４３７へ。�
　　　　　　パソコン初級講座③は、往復はがきの往信の裏に「パソコン初級講座③希望」、住所 、氏名、電話番号を、
　　　　　　返信の表に郵便番号 、住所、氏名を記入して〒９４０－００７２柳原町２の１生涯学習・体育課（中央公民館）�
　　　　　　内ながおか市民大学事務局へ（申し込み多 数の場合は抽選）。�
●詳しい「開設講座のご案内」は、次のところにあります。�
　　　　　　市役所１階市民情報ラウンジ、市民サービスコーナー、中央公民館、各地区公民館、中央図書館、互尊文�
　　　　　　庫、各地域図書館、リリックホール、厚生会館、市民体育館ほか�

催 し�

●
花
と
緑
の
教
室

●
昆
虫
お
も
し
ろ
教
室
（
無
料
）

●
ミ
ル
キ
ー
ド
リ
ン
ク
づ
く
り

●
星
空
を
み
る
会

●
夏
休
み
生
物
・
岩
石
の

名
前
を
調
べ
る
会

■
長
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭

■
長
岡
造
形
大
学
（
1
21
・
３
３
３
１
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

●
特
別
講
演
会
（
無
料
）

「
地
球
の
す
ば
ら
し
い

生
き
物
た
ち
」

▲試掘調査が進む三十稲場遺跡

公
園
緑
地
課
†
DJ.

S
S
T
Q

&長岡市芸術文化振興財団ガイド †29・7711

▲今年の市民花火は尺玉94連
発です

史跡「馬高・三十稲場遺跡」
発掘調査見学会（無料）

火z土器が出土した遺跡の発掘調査の様子
や出土品を見学します。
日　時＝８月26日g①午前10時～11時30分

②午後１時30分～３時（小雨決行）
集　合＝史跡「馬高・三十稲場遺跡」駐車場

（関原町１）
対　象＝小学生～一般

●夢の鏡の向う側
「ハラダ タカシ　オンド・マルトノの世界」

日時＝９月29日f午後７時から　会場＝リリ
ックホール・コンサートホール　出演＝ハラ
ダタカシ（オンド・マルトノ）、須川展也（サ
クソフォン）、長澤真澄（ハープ）、三宅進（チ
ェロ）、櫻澤弘子（ピアノ） 料金（全席自由）
＝一般３，０００円、学生１，５００円（当日５００
円増） 曲目＝ハラダタカシ／九月の旅ほか
●高校生のためのシェイクスピア演劇
ワークショップ発表会「から騒ぎ」
英語で上演します（日本語字幕つき）。
日時＝９月２日g午後７時から　
会場＝リリックホール・シアター　入場料＝無料
●「俳優養成プログラム」参加者募集
発声・柔軟などの基礎訓練や古典作品・劇作家の研究な

どを行い、最後には作品を発表します。
演出＝劇団山の手事情社主宰・安田雅弘さん　公演日＝平
成13年１月13日g・14日a 会場＝リリックホール・第１
スタジオ　練習＝10月７日gから（15回程度） 申し込み
＝電話で　ガイダンス＝９月２日g午後２時から

長岡ロングライフセンターで

花火を鑑賞しませんか
日　時＝８月２日d・３日e午後６時から花火終了時
入館料＝一般350円、高校生300円、65歳以上・小中学

生200円　
問い合わせ　長岡ロングライフセンター1４６・５００２

●
夏
休
み
科
学
実
験
教
室

科
学
博
物
館
†
DC.

Q
V
U
W

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

●
映
画
会
（
無
料
）

●
読
者
の
つ
ど
い

●
古
文
書
解
読
講
座

中
央
図
書
館
†
DC.

Q
W
V
Y

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

†
DE.

V
T
W
Q

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
DE.

R
T
Q
V

●
親
子
七
宝
焼
の
つ
ど
い

問い合わせ　科学博物館1３２・０５４６

▲オンド・マルトノ
を演奏するハラダ
タカシさん



高
速
道
路
の
管
理
現
場
を
公
開
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
27
日
a
午
後
０
時
30
分
〜
５

時
　
会
場
＝
Ｊ
Ｈ
長
岡
管
理
事
務
所
、
新

潟
交
通
管
制
室
（
黒
埼
町
）
、
山
谷
Ｐ
Ａ

（
会
場
間
は
バ
ス
で
移
動
）

対
象
＝
市

内
の
小
学
生
の
親
子
　
内
容
＝
交
通
管
制

室
・
施
設
制
御
室
の
見
学
、
記
念
植
樹
ほ

か
　
定
員
＝
50
人
　
申
し
込
み
＝
８
月
11

日
f
ま
で
に
Ｊ
Ｈ
長
岡
管
理
事
務
所
1
46

・
５
７
５
１
へ

13
年
目
の
今
年
は
バ
ス
の
旅
で
す
。

期
日
＝
９
月
17
日
a

参
加
料
（
昼
食
代
、

バ
ス
代
な
ど
を
含
む
）
＝
大
人
４
、
５
０

０
円
、
学
生
３
、
５
０
０
円
　
定
員
＝
２

５
０
人
　
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局
・
久
保

さ
ん
1
34
・
０
５
１
７

カ
ナ
ダ
人
の
講
師
を
迎
え
て
初
級
者
向

け
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
８
月
22
日
か
ら
の
毎
週
火
曜
日
午

後
７
時
〜
９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

会
費
＝
月
５
、
０
０
０
円
程
度
　
問
い
合

わ
せ
＝
丸
山
政
俊
さ
ん
1
０
９
０
・
１
１

１
６
・
９
９
４
９
（
昼
間
）

テ
ー
マ
＝
「
森
と
親
し
む
〜
自
然
と
の
共

生
を
め
ざ
し
て
」

日
時
＝
９
月
28
日
〜

10
月
26
日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
10
月
19
日
は
野
外
研
修
の

た
め
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）

会
場
＝

パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
（
今
朝
白
２
）

定
員

＝
50
人
　
受
講
料
＝
３
、
０
０
０
円
　
申

し
込
み
＝
８
月
31
日
e
ま
で
に
、
は
が
き

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
て
、

〒
９
５
０
―
０
９
９
４
新
潟
市
上
所
２
の

1 4

２
の
２
7
新
潟
県
長
寿
社
会
振
興
財
団
1

０
２
５
・
２
８
５
・
１
４
０
０
へ

身
の
回
り
の
も
の
す
べ
て
が
句
材
と
な

る
川
柳
。
あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
時
＝
毎
月
第
２
日
曜
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
け
さ
じ
ろ
荘
　
会
費

＝
年
３
、
０
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
中

村
さ
ん
1
46
・
２
８
８
５

期
日
＝
８
月
17
日
e
〜
27
日
a
（
21
日
b

は
休
み
）

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
（
27
日
は
午
後
４
時
）

会
場
＝
美
術

セ
ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館
２
階
）

問
い

合
わ
せ
＝
国
際
文
化
課
内
美
術
協
会
事
務

局
1
39
・
２
２
５
１

日
時
＝
８
月
26
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
２
階
講
堂

資
料
代
＝
１
、
０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

高
橋
さ
ん
1
27
・
５
４
９
３

新
技
術
・
新
製
品
開
発
を
産
学
共
同
で

進
め
る
た
め
の
技
術
交
流
会
で
す
。

日
時
＝
８
月
19
日
g
午
後
１
時
〜
５
時

会
場
＝
長
岡
技
術
科
学
大
学
セ
コ
ム
ホ
ー

ル
　
参
加
料
＝
無
料
　
問
い
合
わ
せ
＝
長

岡
技
術
科
学
大
学
教
授
・
高
橋
勲
さ
ん
1

47
・
９
５
１
５

①
②
の
会
場
は
講
堂
で
す
。

①
美
術
鑑
賞
講
座
（
無
料
）

「『
黙
示
録
』
の
美
術
」

日
時
＝
８
月
26
日
g
午
後
２
時
か
ら

②
講
演
会
（
無
料
）

「
麻
田
鷹
司
　
そ
の
人
と
芸
術
」

日
時
＝
８
月
５
日
g
午
後
２
時
か
ら
　
講

師
＝
京
都
国
立
近
代
美
術
館
学
芸
課
長
・

島
田
康
寛
さ
ん
　
定
員
＝
１
８
０
人

み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
、
夏
休
み

最
後
の
日
曜
日
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

営
業
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー

ル
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
）

野
球
場
の
拡
張
・
改
修
工
事
の

た
め
、
８
月
９
日
d
か
ら
今
年
度

の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

来
年
度
は
５
月
１
日
c
か
ら
一

般
の
利
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
６
日
d
午
前
９
時
か

ら
　
会
場
＝
信
濃
川
河
川
公
園
自

由
広
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
　
参
加
資

格
＝
１
チ
ー
ム
４
〜
６
人
（
同
じ

小
学
校
区
に
住
む
55
歳
以
上
の
人

で
編
成
、
同
じ
校
区
か
ら
何
チ
ー

ム
で
も
可
）

競
技
方
法
＝
団
体

対
抗
戦
（
チ
ー
ム
の
上
位
４
人
の

合
計
打
数
で
競
う
）

参
加
料
＝

１
人
１
０
０
円
（
当
日
に
）

申

し
込
み
＝
８
月
25
日
f
ま
で
に
各

地
区
（
校
区
）
公
民
館
へ
（
申
込

書
は
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）

日
時
＝
９
月
21
日
e
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分
（
雨
天
の
場
合
は

26
日
c
。
こ
の
日
も
雨
天
の
場
合

は
中
止
）

会
場
＝
信
濃
川
河
川

公
園
自
由
広
場
　
対
象
＝
お
お
む

ね
55
歳
以
上
（
審
判
が
で
き
る
人

を
含
み
１
チ
ー
ム
４
人
）

参
加

料
＝
１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円
（
当

日
に
）

申
し
込
み
＝
８
月
28
日

b
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
生
涯

学
習
・
体
育
課
（
FAX
32
・
０
５
６

１
も
可
）
ま
た
は
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
水
道
町
３
の
５
の
30
・

FAX
33
・
６
０
０
４
）
へ
　
抽
選
会

＝
９
月
８
日
f
午
後
２
時
か
ら
厚

生
会
館
中
ホ
ー
ル
で

８
月
１
日
c
〜
３
日
e
、
13
日

a
〜
16
日
d
は
、
体
育
館
や
プ
ー

ル
、
テ
ニ
ス
場
な
ど
の
施
設
を
午

後
５
時
（
８
月
２
日
・
３
日
の
希

望
が
丘
プ
ー
ル
は
午
後
４
時
）
に

閉
館
（
場
）
し
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

〒
９
４
０
―
０
０
６
２
大
手
通
１

の
４
の
10
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
、
多

数
の
場
合
は
抽
選
）。

く
ら
し
と
環
境
を
考
え
る
「
地

球
に
や
さ
し
い
生
活
展
」
に
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
店
し
ま
せ
ん

か
。

日
時
＝
９
月
30
日
g
ま
た
は
10
月

１
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
　
場
所
＝
厚
生
会
館
　
出
店
料

＝
５
０
０
円
　
出
店
数
＝
１
日
15

組
　
申
し
込
み
＝
８
月
31
日
e
必

着
で
、
は
が
き
に
出
店
希
望
日
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
お
も

な
出
店
品
を
記
入
し
、
〒
９
４
０

―
０
０
６
２
大
手
通
１
の
４
の
10

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

思
春
期
の
家
庭
教
育
に
つ
い
て
学

び
た
い
人
　
定
員
＝
50
人
（
②
は

若
干
名
）

参
加
料
＝
１
、
０
０

０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝

８
月
10
日
e
か
ら

新
潟
市
の
県
水
産
海
洋
研
究
所

と
㈱
石
川
食
品
（
豆
腐
工
場
）
を

見
学
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
７
日
e
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
　
集
合
＝
午
前
８
時
45

分
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
定
員

＝
34
人
　
参
加
料
＝
１
、
５
０
０

円
（
昼
食
代
ほ
か
）

申
し
込
み

＝
８
月
18
日
f
必
着
で
、
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
に
「
動
く
消
費

者
教
室
希
望
」
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
と

友
だ
ち
づ
く
り
を
す
る
集
い
で
す
。

期
日
＝
９
月
９
日
g
・
10
日
a

会
場
＝
県
少
年
自
然
の
家
（
中
条

町
）

対
象
＝
小
学
５
年
生
　
定

員
＝
１
６
０
人
　
参
加
料
＝
５
、

０
０
０
円
　
内
容
＝
野
外
炊
飯
、

ゲ
ー
ム
、
手
話
ソ
ン
グ
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
　
申
し
込
み
＝
８

月
13
日
a
ま
で
に
各
子
ど
も
会
へ

日
時
＝
８
月
22
日
〜
９
月
26
日
の

毎
週
火
曜
日
（
９
月
12
日
を
除
く

計
５
回
）
午
後
７
時
〜
９
時
　
会

場
＝
中
央
公
民
館
　
内
容
＝
守
ら

れ
て
い
ま
す
か
自
分
の
人
権
、
女

性
の
人
権
〜
Ｄ
・
Ｖ
に
つ
い
て
ほ

か
　
定
員
＝
30
人
　
参
加
料
＝
１
、

０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込

み
＝
８
月
18
日
f
ま
で

日
時
＝
９
月
６
日
〜
11
月
29
日
の

毎
週
水
曜
日
（
11
月
１
日
を
除
く

計
12
回
）
午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
＝
中
央
公
民
館
（
１
回
は
館
外

学
習
）

内
容
＝
思
春
期
の
親
と

子
の
心
の
変
化
、
教
育
を
め
ぐ
る

諸
問
題
、
補
導
を
通
し
て
み
る
子

ど
も
た
ち
ほ
か
　
対
象
＝
①
小
学

校
高
学
年
〜
高
校
生
の
保
護
者
②

●
な
が
お
か
女
性
セ
ミ
ナ
ー

●
動
く
消
費
者
教
室

●
み
ん
な
友
だ
ち
…
５
年
生

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

●この夏、赤・白・黄色の
ひまわりの丘が初登場！

場所＝花の丘　数量＝26,000本　品種＝フロリスタ
ン（茶褐色）、ムーンシャドウ（最も白に近い黄色）、
風炎（黄色）ほか
●サマーナイトプレゼンツ
日時＝８月12日g～20日a午前９時30分～午後９時
¡展望台から長岡の夜景を見よう
期間中、暖の館から展望台へシャトルバスを運行

¡公園をイルミネーションライトアップ
植栽迷路などのライトアップで異空間を演出

¡ライトアップ音楽噴水 光と音と水のトリプル競演
¡夏の夜の子供の夢映画会 芝生広場での野外映画会
『ライオンキング』…８月18日f午後７時から　
『ドラえもんのび太の太陽王伝説』…８月19日g

午後７時から
¡野外ミニライブ（土・日曜日のみ）
太鼓演奏、バンド演奏、民族楽器演奏　

¡氷の彫刻実演 ８月20日a午後３時から

期間中、グループ全員（２人以上）が“浴衣”で
来園すると素敵なプレゼントあり。花火の遊び場も
オープン！（期間中のみ）

８月のイベント

問い合わせ＝越後公園管理センター
†47・8001

雪国植物園

夏休み宿題子供相談日
この日に限り、園内でセミ、チョウ、トンボ、バッタな

どの昆虫やメダカの採集ができるほか、専門家の相談指導
が受けられます。
日　　　時＝８月20日a午前10時～午後２時　
会　　　場＝東口展示室　
入　場　料＝大人300円、小・中学生200円　
問い合わせ＝雪国植物園1４６・００３０

●私のキャリアアップ戦略（無料）
働く女性が力をつけるための講座です（１回目の公開講

座のみの受講も可）。
会場＝けさじろ荘２０２会議室（今朝白１・８月26日は中央
公民館大ホール） 定員＝40人（100人） 申し込み＝８月
18日fまでに、氏名、住所、電話番号、保育の希望の有無
を電話かFAX３９・２２８０へ

●長岡おとこ塾～男のしあわせって何だろう～
対象＝働き盛りの男性　会場＝中央公民館（９月16日は四
郎丸公民館） 定員＝30人　参加料＝１，０００円（料理教室
の材料費） 申し込み＝はがきで、〒９４０－２１０４大島新
町４の乙41の１、Ｆ＆Ｍながおか市民会議・大橋良之さん
へ（FAX２８・０４３５も可）

問い合わせ＝企画課女性政策班†39・2204

しなの川音楽祭
交響曲第２番「風」第３楽章～たびびと～

●講座「信濃川」第16話
～しなの川自然体験長岡分校～（無料）

第１部　川遊び、カヌー体験、工作教室など　
第２部　講座「信濃川」～信濃川が教える自然の素晴らしさ
日　時＝９月２日g午後１時30分～９時　　
会　場＝信濃川右岸（大手大橋付近）
対　象＝小学生とその家族

●しなの川アートロード（入場無料）
①しなの川美術展 ９月１日f～６日d

②黒田紀子和紙で描くちぎり絵展 ９月８日f～13日d

時　間＝午前10時～午後６時　
会　場＝長岡商工会議所１階美術文化ホール

●幻奏の刻～琵琶とギターと能で綴るさくら幻想～
日　時＝９月20日d午後７時

～９時　　
会　場＝リリックホール・コ

ンサートホール
出　演＝荒井姿水（琵琶）、松

井彬（能）、斎藤敏雄
（ギター）

入場料＝４，０００円

※ボランティアスタッフ（高校生以上）も募集中！他にも
イベント多数あり。詳しくは９月号でお知らせします。

申し込み・問い合わせ
長岡商工会議所内しなの川音楽祭実行委員会事務局
132･4500、FAX34･4500

青
少
年
育
成
課†

DC.

Q
V
Y
R

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

†
DC.

Q
Q
S
S

生
涯
学
習
・
体
育
課

†
DC.

V
R
R
Q

中
央
公
民
館
†
DC.

Q
U
T
X

●
親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

（
思
春
期
コ
ー
ス
）

●
生
き
が
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

親
善
大
会

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

スポーツ�

●
長
岡
ま
つ
り
と
お
盆
期
間
中

の
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
　

施
設
の
閉
館
時
間
に
つ
い
て

●
８
月
27
日

は

悠
久
山
・
希
望
が
丘
プ
ー
ル

無
料
開
放
感
謝
デ
ー

●
悠
久
山
野
球
場
供
用
中
止
の

お
知
ら
せ

●
地
域
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

▲グラウンド・ゴルフ

国 営 越 後 丘 陵 公 園

■
ハ
イ
ウ
ェ
イ
み
て
！
み
て
！
２
０
０
０

■
フ
ラ
ン
ス
語
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

■
新
潟
県
高
齢
者
大
学
公
開
講
座

■
川
柳
会
員
募
集

■
長
岡
市
美
術
協
会
展

■
長
岡
・
市
民
憲
法
講
座

■
「
走
れ
ひ
ま
わ
り
号
野
尻
湖
へ
」

参
加
者
募
集

■
地
域
企
業
と
長
岡
技
術
科
学
大
学

と
の
交
流
フ
ェ
ア
２
０
０
０

■
県
立
近
代
美
術
館
（
1
28
・
４
１
１
１
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

日　時�

８／26g
午後１時30分～�

公開講座「自分のキャリアは自分で創る�
～キャリア 競争力時代を生き抜くために～」�

慶應義塾大学教授�
花田光世さん�

９／５c
午後７時～�管理職になる際のハードルを越えよう　�

新潟市民芸術文化会館初代支配人�
大河内芳子さん�

９／12c
午後７時～�ライフデザインとキャリア指向性�

1ティックス�
企業教育事業部�
専任講師�
朝日由香さん�

９／22f
午後７時～�キャリア開発要件と目標設定�

１�

回�

２�

３�

４�

内　　　　容� 講　　　師�

日　時�

８／21b
午後７時～９時�

講演�
「男の居場所を考える」�

新潟日報社1�
野沢達雄さん�

新潟県立女子短期大学教授�
石川伊織さん�

８／28b
午後７時～９時�

グループ討議�
「男らしさ・女らしさってなに？」�

講演�
「男女がともに暮らしやすい社会へ」�

料理教室�

１�

回�

２�

内　　　　容� 講　　　師�

９／４b
午後７時～９時�

９／16g
午後３時～７時�

３�

４�

▲幽玄の世界をお楽しみください

「ふれ愛コンサート in ながおか」
ボランティア募集

９月23日-にハイブ長岡で開催する「ふれ愛コンサー
ト」の運営にボランティアとして参加してみませんか。
対象＝高校生以上　申し込み＝８月25日fまで

問い合わせ＝福祉相談課1３９・２２１８
FAX３２・０１６０

遊びに�
きてね！�

（日）



内
容
＝
①
小
さ
な
頭
脳
Ｐ
Ｉ
Ｃ
マ
イ
コ
ン

で
メ
カ
ト
ロ
遊
び
を
し
よ
う
②
ガ
ラ
ス
職

人
と
オ
レ
ン
ジ
香
料
・
カ
ラ
ー
キ
ャ
ン
ド

ル
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　
日
時
＝
８

月
19
日
g
・
20
日
a
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
　
会
場
＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

対
象
＝
①
小
学
５
年
生
〜
中
学
生
②
小
学

４
年
生
〜
中
学
生
　
定
員
＝
①
②
と
も
各

日
15
人
　
参
加
料
＝
無
料
（
当
日
、
昼
食

代
５
０
０
円
必
要
）

申
し
込
み
＝
所
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
月

10
日
e
ま
で
に
〒
９
４
０
―
８
５
３
２
西

片
貝
町
８
８
８
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

学
生
課
教
務
係
1
34
・
９
３
３
１
へ

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
サ
ッ

カ
ー
の
話
を
し
た
り
、
考
え
た
り
、
だ
れ

で
も
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
め
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

対
象
＝
12
歳
以
上
（
経
験
、
年
齢
、
性
別
、

他
ク
ラ
ブ
の
所
属
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

活
動
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
　
会
場
＝
リ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ

広
場
（
川
崎
町
）

会
費
＝
実
費
（
ラ
イ

ン
用
の
石
灰
代
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
＝

金
澤
さ
ん
1
36
・
５
４
７
０

期
日
＝
９
月
10
日
a（
小
雨
決
行
）
行
き

先
＝
守
門
岳
（
１
、５
３
７
ｍ
）

集
合
＝

午
前
６
時
30
分
に
厚
生
会
館
裏

対
象
＝

高
校
生
以
上
で
登
り
４
時
間
、
下
り
３
時

間
の
山
歩
き
に
対
応
で
き
る
人

参
加
料

＝
５
、０
０
０
円
（
事
前
準
備
会
の
時
に
）

定
員
＝
40
人
　
持
ち
物
＝
昼
食
、
水
筒
、

雨
具
　
申
し
込
み
＝
８
月
25
日
f
ま
で
に

生
涯
学
習
・
体
育
課
1
32
・
５
１
１
０
へ

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

・
内
山
武
夫
さ
ん
1
33
・
８
０
８
３
へ

市
民
体
育
館
弓
道
場
へ
（
電
話
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

日
時
＝
９
月
13
日
d
午
前
８
時
か

ら
　
会
場
＝
信
濃
川
河
川
公
園
自

由
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
河
川
公

園
サ
ッ
カ
ー
場
）

参
加
料
＝
１

チ
ー
ム
１
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
８
月
22
日
c
ま
で
に
長
岡
市
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
五
十
嵐
さ
ん

1
37
・
５
９
２
８
へ

日
時
＝
９
月
17
日
a
午
前
10
時
か

ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
武
道
場

内
容
＝
中
級
・
初
心
者
用
太
極
拳
、

初
級
長
拳
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

（
中
学
生
以

下
は
無
料
）

申
し
込
み
＝

９
月
16
日
g

ま
で
に
電
話

で日
時
＝
９
月
17
日
a
午
前
８
時
20

分
か
ら
　
会
場
＝
陸
上
競
技
場

対
象
＝
小
学
４
年
生
以
上

種
目

＝
１
０
０
ｍ
走
、
４
０
０
ｍ
リ
レ

ー
、
走
り
幅
跳
び
、
砲
丸
投
げ
な

ど
12
種
目
（
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

参
加
料
（
１

種
目
）
＝
一
般
７
０
０
円
、
高
校

生
５
０
０
円
、
中
学
生
３
０
０
円
、

小
学
生
１
０
０
円
、
１
チ
ー
ム
（
リ

レ
ー
）
１
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
８
月
19
日
g
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
（
小
・
中
・
高
等
学
校
は

８
月
16
日
d
ま
で
）

帰
属
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
３
日
a
、
９
日
g
、

10
日
a
午
前
８
時
か
ら
　
会
場
＝

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
ク
ラ
ス
＝

男
子
ダ
ブ
ル
ス
…
一
般
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
、
ベ
テ
ラ
ン
35
歳
以
上
・
45
歳

以
上
・
55
歳
以
上
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
…
一
般
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
、
ベ
テ
ラ

ン
40
歳
以
上
・
50
歳
以
上
、
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス
…
小
・
中
学
生

参
加
料
＝
一
般
・
大
学
生
…
１
組

２
、０
０
０
円
、
高
校
生
…
１
組
１
、

５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
…
１
人

８
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
８
月
12

日
g
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
、

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
1
29
・
１
０

８
２
へ

日
時
＝
９
月
10
日
〜
10
月
15
日
の

日
曜
日
と
祝
日
午
前
８
時
30
分
か

ら

会
場
＝
信
濃
川
河
川
公
園
、
ス

ポ
ー
ツ
広
場
野
球
場
　
ク
ラ
ス
＝

一
般
の
部
、
壮
年
の
部
（
40
歳
以

上
お
よ
び
女
子
）

参
加
料
＝
１

チ
ー
ム
５
、０
０
０
円

申
し
込
み

＝
８
月
24
日
e
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
　
抽
選
会
＝
８
月
29
日
c

午
後
６
時
30
分
か
ら
市
民
体
育
館

小
ア
リ
ー
ナ
で

日
時
＝
９
月
10
日
a
午
前
10
時
か

ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
弓
道
場

種
別
＝
一
般
の
部
、
高
校
の
部
、

初
心
者
教
室
の
部
　
参
加
料
＝
一

般
３
０
０
円
、
高
校
生
２
０
０
円

（
初
心
者
教
室
の
部
は
無
料
）

申
し
込
み
＝
９
月
１
日
f
ま
で
に

体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
正
し
い
泳
ぎ
方
を
学
び
ま

す
。

対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
初

心
者
と
中
級
者
　
募
集
人
数
＝
各

コ
ー
ス
20
人
　
会
場
・
申
し
込
み

＝
８
月
７
日
b
午
前
９
時
30
分
か

ら
悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー
ル
1
35
・

６
３
６
８
へ

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
感
動
の

ワ
ン
シ
ー
ン
な
ど
を
と
ら
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

応
募
サ
イ
ズ
＝
２
Ｌ
判
以
上
の
プ

リ
ン
ト
（
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
ど

ち
ら
で
も
可
、
１
人
５
点
以
内
）

賞
と
副
賞
＝
大
賞
１
点
５
０
、０
０

０
円
、
入
選
５
点
各
１
０
、０
０
０

円
ほ
か
　
締
め
切
り
＝
12
月
28
日

e
必
着
　
応
募
先
＝
各
体
育
館

入
賞
作
品
お
よ
び
応
募
作
品
の

一
部
を
7
長
岡
市
体
育
協
会
発
行

の
刊
行
物
に
掲
載
し
ま
す
。
応
募

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

応
募
作
品
の
使
用
権
は
主
催
者
に
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

90
分
間
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
体

力
に
自
身
が
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

初
心
者
も
大
歓
迎
！

日
時
＝
９
月
13
日
d
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
（
午
後
９
時
解
散
）

会
場
＝
市
民
体
育
館
大
ア
リ
ー
ナ

参
加
料
＝
５
０
０
円
　
定
員
＝
１

０
０
人
　
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い

服
装
、
内
履
き
の
運
動
靴
、
タ
オ

ル
　
申
し
込
み
＝
８
月
７
日
b
〜

９
月
８
日
f
ま
で

期
日
＝
９
月
６
日
〜
来
年
３
月
28

日
の
毎
週
水
曜
日

時
間
＝
Ａ
コ
ー

ス
…
午
後
７
時
〜
８
時
、
Ｂ
コ
ー

ス
…
午
後
８
時
〜
９
時
　
会
場
＝

市
民
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ

募
集

人
数
＝
Ａ
コ
ー
ス
20
人
、
Ｂ
コ
ー

ス
10
人

参
加
料
＝
７
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
８
月
14
日
b
〜
25
日

f
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電

話
で

クラブ名�
対　象�
定　員�

参加料�
申し込み�

参加料�
申し込み�

参加料�
申し込み�

参加料�
申し込み�

時　間�

期　間�

内　容�

教室名�

教室名�

教室名�

婦人スポーツクラブ�マスターズスポーツクラブ�エアロビックダンスクラブ�

対　象�

対　象�

対　象�

定　員�

定　員�

定　員�

期　間�

期　間�

期　間�

時　間�

時　間�

時　間�

内　容�

内　容�

内　容�

９月６日～　�
来年３月28日�
毎週水曜日�

９月７日～来年３月29日�
毎週木曜日�

体力づくりと仲間づくり、楽しみながらの健康づくり�
・各種スポーツ、ゲームなど�

青年クラブ� 婦人クラブ� 市民クラブ�
青年男女� 女　　性� 成年男女�
30　人� 20　人� 30　人�

19：00～21：00 10：00～12：00 18：30～20：30

5,000円×２回払（一括も可）合計10,000円�
８月７日b午前９時から電話で市民体育館†34・2700へ�

８月21日b午前９時から電話で市民体育館†34・2700へ�

８月21日b午前９時から電話で南部体育館†39・3600へ�

８月７日b午前９時から電話で北部体育館†24・6116へ�

5,000円×２回払（一括も可）合計10,000円（体育館使用料込み）�

5,000円×２回払（一括も可）合計10,000円（体育館使用料込み）�

5,000円×２回払（一括も可）合計10,000円（体育館使用料込み）� 5,000円（体育館使用料込み）�

5,000円（体育館使用料込み）�

5,000円（体育館使用料込み）� 4,000円（体育館使用料込み）�

・各種体操�
・各種スポーツ、ゲーム�
　（ソフトバレーボール、卓球、　�
　バドミントン、ミニテニス）　�

・器具を使った基礎運動�
・集団遊び�
・各種スポーツ、ゲーム�

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなど、
発達段階に応じた基礎運動。ボールやマットを使っ
た運動、リズム体操など。�

・親子のスキンシップ体操�
・リズム体操�
・各種ゲーム�

・各種スポーツ�
・ゲーム�
・エアロビックな運動�

・各種体操�
・各種スポーツ�
　（ソフトバレーボール・卓球・バドミントン・ミニテニス・バレーボールなど）�

親と子のスキンシップ。
発達段階に応じた基礎
運動。リズム体操など。�

・各種体操�
・各種スポーツ、ゲーム�
　（ミニテニス、ソフトバレーボール）�

・エアロビックダンス�
・ストレッチ体操�

親　　子　　体　　育　　教　　室� 幼年体育教室� ス　ポ　ー　ツ　ク　ラ　ブ�
め　　　ば　　　え�

火曜日コース�

火曜日コース�

婦 人 コ ー ス� マスターズコース� 親子ふれあいコース�一 般 コ ー ス�

親　子　体　育　教　室�

北　　部　　ス　　ポ　　ー　　ツ　　ク　　ラ　　ブ�

木曜日コース�

水曜日コース�金曜日コース�火曜日コース�木曜日コース�水曜日コース�木曜日コース�月曜日コース�木曜日コース�火曜日コース�金曜日コース�
ひ　　よ　　こ� つ　 ば 　さ� マスターズ� レディース�

平成９年４月２日～�
10年４月１日に�

生まれた子どもとその保護者�

平成６年４月２日～�
９年４月１日に�

生まれた子どもとその保護者�

�
小学１～３年生� おおむね55歳�

以上の男女　�
�

女　　　性�

30 組� 10 組� 20 組� 10 組� 10 組� 10 人� 10 人� 30 人� 30 人� 30 人� 60 人�
９月19日～�
　12月19日�
毎週火曜日�

９月20日～�
　12月20日�
毎週水曜日�

９月22日～�
　12月22日�
毎週金曜日�

９月19日～�
　12月19日�
毎週火曜日�

９月21日～�
　12月21日�
毎週木曜日�

９月20日～�
　12月20日�
毎週水曜日�

９月21日～�
　12月21日�
毎週木曜日�

９月４日～　�
来年３月12日�
毎週月曜日�

９月７日～　�
来年３月22日�
毎週木曜日�

９月５日～　�
来年３月13日�
毎週火曜日�

９月１日～　�
来年３月16日�
毎週金曜日�

10：00～11：30

10：00～11：0013：30～15：0010：00～11：30

10：00～11：30 13：30～15：00 19：00～20：30 10：30～11：30

10：30～11：30

10：30～11：3013：30～14：30 13：30～15：0016：00～17：0016：00～17：00

※厚生会館には駐車場がありません。ご了承ください。�

平成９年４月２日～10年４月１日に生まれた子どもと保護者�

平成９年４月２日～10年４月１日�
に生まれた子どもとその保護者�

女　　　性�

女　　性� 一　　般�おおむね55歳�
以上の男女　�

15　人�

30　組�30　人� 30　人�30　人�

25　組�15　組� 15　人� 15　人�
どなたでも�おおむね55歳以上の男女�

９月19日～12月５日�
毎週火曜日�

９月28日～12月７日�
毎週木曜日�

９月４日～来年３月19日�
毎週月曜日�

９月６日～来年３月14日�
毎週水曜日�

９月１日～来年３月16日�
毎週金曜日�

９月21日～12月21日�
毎週木曜日�

９月６日～来年３月28日�
毎週水曜日�

大
手
通
１
の
４
の
10
�

厚�
生�
会�
館�

学
校
町
１
の
２
の
１
�

民�
市�

体�
育�
館�

曲
新
町
５
６
４
の
３
�

部�
南�

体�
育�
館�

東
蔵
王
２
の
２
の
72
�

部�
北�

体�
育�
館�

スポーツ教室の
ご案内

〈初回に持参するもの〉
・参加料 ・運動のできる服装 ・内履きの運動靴
・タオル ・顔写真１枚（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）
・印鑑（親子体育教室・幼年体育教室・親子ふれあい教室）
※大会などのため、日程を変更する場合があります。

▲いい汗かいて、ストレス解消！

▲親子体育教室で（７月12日・市民体
育館）

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）
†
DE.

S
X
Q
Q

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
フ
ェ
ス
タ

参
加
者
募
集

●
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

●
悠
久
山
水
泳
教
室

シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス
追
加
募
集

曜
日�

参
加
料�

時
　
　
間�

期
　
　
間�

月Ａ�月Ｂ�金Ａ�金Ｂ�

6,000円� 6,500円�

午
後
０
時
30
分�

　
〜
１
時
30
分�

９
月
11
日
〜�

　
12
月
18
日�

９
月
22
日
〜�

　
12
月
22
日�

午
後
１
時
30
分�

　
〜
２
時
30
分�

午
後
０
時
30
分�

　
〜
１
時
30
分�

午
後
１
時
30
分�

　
〜
２
時
30
分�

●
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

●
市
民
体
育
祭
テ
ニ
ス
大
会

●
市
民
体
育
祭
軟
式
野
球
大
会

●
市
民
体
育
祭
弓
道
大
会

●
市
民
体
育
祭

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
市
民
体
育
祭
太
極
拳
講
習
会

●
市
民
体
育
祭
陸
上
競
技
大
会

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

「
高
専
夢
工
房
」
参
加
者
募
集

■
サ
ッ
カ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
長
岡

ク
ラ
ブ
員
募
集

■
「
守
門
岳
」
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

公開講座「オリンピックと私」
～『長岡の人材教育』体育系指導者研修会～
講　師＝ソウルオリンピック100ｍ背泳ぎ金メダリスト

鈴木大地さん
日　時＝９月４日b午後７時から　対象＝高校生以上
会　場＝教育センター大研修室（三和２） 定員＝100人
申し込み＝８月28日bまでに電話で

駐車場は、市役所駐車場をご利用ください。
問い合わせ　市民体育館1３４・２７００ ▲鈴木大地さん



日
時
＝
８
月
21
日
b
・
22
日
c
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
悠
久
山
屋
外
25
ｍ

プ
ー
ル
　
参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
初
日

に
）

対
象
＝
小
・
中
学
生
　
申
し
込
み

＝
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
し
〒
９
４
０
―
０
８
５
６
美

沢
２
の
37
の
17
佐
藤
テ
ル
子
さ
ん
1
・
FAX

36
・
７
６
０
５
へ
（
フ
ァ
ク
ス
も
可
）

日
時
＝
９
月
１
日
〜
19
日
の
毎
週
火
・
金

曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
（
15
日
を
除
く
計

５
回
）

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

定
員
＝
45
人
　
参
加
料
＝
４
、０
０
０
円
（
初

回
に
）

申
し
込
み
＝
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
経
験
年
数
を
記

入
し
、
８
月
22
日
c
ま
で
に
〒
９
４
０
―

０
０
９
７
山
田
１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝
さ

ん
へ
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

〔
認
定
試
験
〕
日
時
＝
11
月
19
日
a
午
前

10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
中
越
高
校
（
新
保

町
）

受
験
資
格
＝
①
試
験
日
に
満
20
歳

以
上
②
排
水
設
備
工
事
２
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
る
人
　
受
講
料
＝
３
、０
０
０
円
　

〔
受
験
講
習
〕
日
時
＝
10
月
31
日
c
午
後

１
時
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

受
講
料
＝
５
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
用
紙
で
９

月
４
日
b
〜
14
日
e
に
下
水
道
管
理
課
1

39
・
２
２
３
５
へ

合
格
者
に
は
申
請
に
よ
り
職
業
訓
練
指

導
員
免
許
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
＝
９
月
18
日
b
（
学
科
試
験
）、９

月
19
日
c
（
実
技
試
験
）

受
付
＝
８
月

10
日
e
〜
23
日
d

問
い
合
わ
せ
＝
県
商

工
労
働
部
職
業
能
力
開
発
課
1
０
２
５
・

ジ
ャ
ー
情
報
ま
で
、
暮
ら
し
に
役

立
つ
情
報
を
満
載
し
ま
し
た
。

表
紙
＝
紺
色
と
淡
黄
色
（
料
金
別

途
で
社
名
等
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）

サ
イ
ズ
＝
縦
１
３
７

㎜
、
横
81
㎜
　
価
格
＝
４
３
０
円

頒
布
＝
11
月
下
旬
　
申
し
込
み
＝

８
月
25
日
f
ま
で
に
庶
務
課
1
39
・

２
２
４
８
へ

い
ま
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
（
藤
色
）
の
有
効
期
限
は

８
月
31
日
e
ま
で
で
す
。

新
し
い
保
険
証
（
空
色
）
は
、

８
月
25
日
こ
ろ
郵
送
し
ま
す
。
転

居
先
不
明
等
で
返
送
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
証
が
届

か
な
い
世
帯
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

55
年
以
前
に
建
築
②
壁
、
柱
、
床
、

屋
根
等
の
主
要
構
造
部
の
大
部
分

が
木
造
③
一
戸
建
て
④
現
に
人
が

住
ん
で
い
る
（
併
用
住
宅
を
含
む
）

⑤
過
去
に
耐
震
診
断
費
の
助
成
を

受
け
て
い
な
い
　
助
成
費
＝
診
断

に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
（
５

万
円
限
度
）

診
断
に
は
、
一
般
的
な
木
造
一

戸
建
て
住
宅
で
８
〜
10
万
円
く
ら

い
か
か
り
ま
す
。

申
し
込
み
＝
８
月
末
ま
で
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問

い
合
わ
せ
＝
建
築
住
宅
課
1
39
・

２
２
２
９
　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
県
や
市
町
村
の
概
要
な
ど
、

最
新
の
統
計
資
料
か
ら
文
化
・
レ

童
１
人
に
つ
き
３
、０
０
０
円
加
算

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談
課
1
39
・

２
２
１
８

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障

害
を
持
つ
子
ど
も
（
20
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
る
人
に
特
別
児
童

扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額
（
所
得
に
よ
る
制
限
あ

り
）
＝
１
級
（
重
度
）
５
１
、５
５

０
円
、
２
級
（
中
度
）
３
４
、３
３

０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談

課
1
39
・
２
２
１
８
　
　
　
　
　
　
　

対
象
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
住
宅
を
所
有
す
る
人
①
昭
和
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２
８
５
・
５
５
１
１

県
で
は
、
歩
道
の
段
差
解
消
や
信
号
機

の
整
備
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
歩
道
の
現
況
を
調
査
す
る
調
査

員
等
を
募
集
し
ま
す
。

調
査
日
＝
９
月
３
日
a
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
雨
天
の
場
合
は
９
月
９
日
g
）

調
査
場
所
＝
長
岡
市
街
の
歩
道
　
対
象
＝

市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
村
に
在
住
の
障
害

者
・
高
齢
者
と
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
募

集
人
数
＝
数
十
人
程
度
（
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
し
込
み
＝
８
月
15
日
c
ま
で
に

長
岡
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
38
・
２
５
３

２
へ

問
い
合
わ
せ
＝
下
水
道
管
理
課
1

39
・
２
２
３
５
　
　
　
　
　
　
　

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的
に

訓
練
し
た
い
人
な
ど
に
訓
練
室
を

開
放
し
て
い
ま
す
。
看
護
婦
に
よ

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
簡
単
な
体
操

の
紹
介
も
し
ま
す
。
直
接
会
場
へ

ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
水
・
土
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
み
や
う
ち
（
曲
新
町
５
６
６

の
７
）

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保

険
課
1
39
・
２
２
４
５

２
２
１
３
　
　
　

下
水
道
の
整
備
が
終
わ
っ
た
ら
、

そ
の
地
域
に
居
住
す
る
人
は
、
３

年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、

浄
化
槽
を
廃
止
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
長
岡
市
で
は
、
長
期
間

の
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
確
か
な
技

術
と
正
し
い
手
続
き
で
工
事
の
で

き
る
業
者
を
「
長
岡
市
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
」
に
指
定
し

て
い
ま
す
。

工
事
は
、
指
定
店
の
表
示
の
あ

る
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

午
前
７
時
〜
午
後
10
時
（
夜
間
の

駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
）

料
金
＝

30
分
１
５
０
円

問
い
合
わ
せ
＝

道
路
管
理
課
1

39
・
２
２
３
２
　

申
告
対
象
＝
平
成
11
年
７
月
１
日

か
ら
平
成
12
年
６
月
30
日
ま
で
の

間
で
、
５
、０
０
０
㎡
以
上
の
土
地

を
取
得
し
た
人
（
法
人
も
含
む
）。

た
だ
し
、
相
続
、
商
号
変
更
等
で

取
得
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39
・

保
険
料
は
、
国
民
健
康
保
険
を

運
営
す
る
た
め
に
大
切
な
財
源
で

す
。
納
め
忘
れ
な
ど
で
保
険
料
が

不
足
す
る
と
、
国
民
健
康
保
険
の

財
政
は
苦
し
く
な
り
、
十
分
な
給

付
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1
39
・

２
２
２
０

８
月
１
日
か
ら
市
営
表
町
駐
車

場
（
表
町
１
）
の
営
業
を
再
開
し

ま
す
。

収
容
台
数
＝
40
台
　
営
業
時
間
＝

1 9

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

児
童
扶
養
手
当
は
、
主
に
母
子

家
庭
（
父
が
重
度
障
害
者
の
場
合

を
含
む
）
等
の
母
な
ど
が
請
求
で

き
る
手
当
で
す
。

た
だ
し
、
受
給
要
件
に
該
当
し

て
か
ら
５
年
間
を
経
過
し
た
場
合

は
、
請
求
す
る
権
利
が
な
く
な
り

ま
す
（
昭
和
60
年
７
月
31
日
以
前

に
受
給
資
格
が
生
じ
て
い
る
人
は
、

５
年
間
経
過
し
て
い
て
も
請
求
で

き
ま
す
）。

対
象
＝
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
児
童
（
障
害
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て

い
る
母
ま
た
は
養
育
者
で
、
母
子

と
も
に
公
的
年
金
の
支
給
が
な
い

人
①
父
母
が
離
婚
②
父
が
死
亡
③

父
が
重
度
の
障
害
者
④
父
が
生
死

不
明
⑤
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
⑥
父
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
⑦
母
が
未
婚
で
出
生

手
当
月
額
（
所
得
に
よ
る
制
限
あ

り
）
＝
児
童
１
人
…
４
２
、３
７
０

円
ま
た
は
２
８
、３
５
０
円
、
児
童

２
人
…
４
７
、３
７
０
円
ま
た
は
３

３
、３
５
０
円
、
３
人
目
か
ら
は
児

くらし�

●
児
童
扶
養
手
当
の
請
求
は

お
早
め
に

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
　
　
　

ご
存
じ
で
す
か

●
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
を

助
成
し
ま
す

●
特
別
土
地
保
有
税
の
申
告
納
付

期
限
は
８
月
31
日
で
す

●
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
は
　
　
　

排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ

●
２
０
０
１
年
版
県
民
手
帳
　
　

予
約
受
け
付
け
中

●
９
月
か
ら
の
新
し
い
国
民
健
康

保
険
証
は
空
色
で
す

●
表
町
駐
車
場
が
再
開
し
ま
す

●
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№27

問い合わせは消費生活センター†32・0022へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

相談件数が10年前の３倍以上に!!
～平成11年度は多重債務の相談がトップでした～
消費生活センターで受け付けた平成11年度の相談件数は

１,８７７件で、過去最高となりました。
相談内容別にみると、サラ金等による多重債務、学習教

材や資格取得講座の契約が上位を占めています。
消費者のニーズの多様化にあわせ、さまざまな商品やサ

ービスが現れ、契約の内容も大変複雑になっています。よ
く考えて慎重に契約しましょう。
消費生活センターでは、消費生活相談のほかに講座を開

いたり、くらしに関する情報提供を行っています。どうぞ
ご利用ください。

子育て中の人から、「保育所までの送迎をしてほしい」、「保育所
が始まる前や終わった後で、子どもを預かってもらえないか」な
どの相談が寄せられています。
宮内保育所では、子育て支援の一環としてボランティアで育児

を手伝う子育てサポーターを募集します。
子育てサポーターの条件＝心身ともに健康で、自宅で子どもを預

かれる人　　
問い合わせ＝宮内保育所1３２・３７０７、児童福祉課1３９・２２１９　

子育てサポーターを募集します

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
初
心
者
シ
ン
ク
ロ
教
室

■
市
民
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

■
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

認
定
試
験
と
講
習

■
職
業
訓
練
指
導
員
試
験

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ま
ち
づ
く
り
事
業
　
　
　

歩
道
実
態
調
査
調
査
員
募
集

消費生活相談件数の推移�
2,000�

�

�
1,500�

�

1,000�

�

�
500�

�

0
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件数�

年度�平成　　　　　�
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1,450
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1,877

1,050 1,093 1,095

1,293 1,341
1,450
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夏の交通事故防止運動
8月1日C～10日E

スローガン
“車間距離　あなたの心の　広さです”

担当＝防災課1３９・２２０６

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

学
名
「
ヘ
リ
ア
ン
サ
ス
」
も
、

英
名
「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」
も
「
太

陽
の
花
」
を
意
味
し
て
お
り
、
真

夏
に
黄
金
色
に
輝
く
大
輪
の
花
は

地
上
の
太
陽
を
思
わ
せ
ま
す
。
和

名
の
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
花
が
太
陽
に

向
か
っ
て
回
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

日
本
で
は
お
も
に
観
賞
用
で
す

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
タ
ネ

を
食
用
に
し
た
り
、
タ
ネ
か
ら
食

用
油
を
と
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ヒ
マ
ワ
リ
は
、
園
芸
品
種
が
た

く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
大
き
く
分

類
す
る
と
、
高
性
種
と
矮
性
種
に

な
り
ま
す
が
、
分
枝
性
と
無
分
枝

性
に
分
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
高
性
種
）

ロ
シ
ア
…
草
丈
が
２
ｍ
以
上
、
花

径
が
30
cm
以
上
に
も
な
る
巨
大
輪
。

一
重
咲
き
の
無
分
枝
性
種
で
、
花

弁
が
ね
じ
れ
ぎ
み
で
す
。
校
庭
や

公
園
に
よ
く
植
え
ら
れ
る
品
種
で
、

「
太
陽
の
花
」
の
代
表
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

サ
ン
リ
ッ
チ
…
花
弁
が
レ
モ
ン
色

と
オ
レ
ン
ジ
色
、
中
心
部
が
黒
褐

色
を
し
て
い
ま
す
。
花
粉
が
出
な

い
一
重
咲
き
の
無
分
枝
性
種
で
、

切
り
花
用
に
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

プ
ラ
ン
ド
・
レ
ッ
ド
…
近
年
で
き

た
赤
色
系
の
ヒ
マ
ワ
リ
で
す
。
濃

桃
赤
色
の
花
弁
と
黒
み
を
帯
び
た

茎
葉
と
い
う
、
ほ
か
の
ヒ
マ
ワ
リ

に
は
な
い
独
特
の
雰
囲
気
を
持
っ

て
い
ま
す
。
上
部
で
分
枝
す
る
の

で
、
切
り
花
や
花
壇
に
使
用
さ
れ
、

人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ゴ
ー
ル
ド
…
八
重
咲
き
の
代

表
種
。
草
丈
は
１
２
０
cm
ほ
ど
で

分
枝
性
で
す
。

（
矮
性
種
）

ビ
ッ
グ
ス
マ
イ
ル
…
大
阪
の
花
博

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
小
型

の
ヒ
マ
ワ
リ
で
す
。
草
丈
30
〜
40

cm
の
黄
色
の
一
重
咲
き
で
、
鉢
や

プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
る
の
に
最
適

で
す
。

（
場
所
）
日
当
た
り
と
排
水
の
よ

い
と
こ
ろ
で
育
て
ま
し
ょ
う
。
露

地
植
え
の
土
づ
く
り
は
、
１
㎡
に

堆
肥
を
バ
ケ
ツ
３
杯
、
化
成
肥
料

１
０
０
ｇ
（
湯
飲
み
茶
わ
ん
１
杯

程
度
）
を
入
れ
、
苦
土
石
灰
を
地

表
が
白
く
な
る
く
ら
い
に
ま
い
て

深
耕
し
て
お
き
ま
す
。

（
タ
ネ
ま
き
）
高
性
種
の
播
種
は
、

毎
年
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
散
っ
た

こ
ろ
か
ら
行
い
ま
す
。
60
cm
間
隔

で
１
カ
所
に
３
粒
ほ
ど
ま
い
て
、

本
葉
が
２
枚
出
た
ら
生
育
の
よ
い

苗
を
１
本
残
し
て
ほ
か
は
間
引
き

ま
す
。

移
植
を
嫌
う
の
で
、
目
的
の
場

所
に
直
接
ま
く
の
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
直
接
ま
け
な
い
時
は
、
ポ
リ

ポ
ッ
ト
に
ま
い
て
育
苗
し
、
本
葉

が
４
枚
の
こ
ろ
定
植
し
ま
す
。

（
水
や
り
）
乾
燥
が
続
く
と
下
葉

が
黄
変
し
ま
す
の
で
、
水
切
れ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
高
性
種
は
、
有
機
質
た

っ
ぷ
り
の
多
肥
土
壌
で
水
も
多
め

に
与
え
、
液
体
肥
料
も
週
１
回
施

す
と
、
見
上
げ
る
よ
う
な
高
さ
で

開
花
し
ま
す
。

（
摘
芯
と
摘
蕾
）
大
き
な
花
を
咲

か
せ
る
た
め
に
は
、
摘
芯
を
し
な

い
で
育
て
、
蕾
が
で
き
た
ら
２
、

３
個
残
し
て
ほ
か
は
摘
み
取
り
ま

す
。切

り
花
用
に
す
る
場
合
は
、
本

葉
が
５
、
６
枚
の
こ
ろ
に
一
度
摘

芯
し
て
育
て
る
と
、
枝
が
多
く
出

て
形
が
よ
く
な
り
ま
す
。

（
タ
ネ
と
り
）
花
後
は
、
次
の
年

の
栽
培
用
に
タ
ネ
を
採
取
し
ま
し

ょ
う
。
花
弁
が
枯
れ
、
頭
部
が
や

や
下
向
き
に
な
っ
た
ら
、
茎
ご
と

切
り
取
り
、
日
陰
で
乾
燥
し
ま
し

ょ
う
。
そ
の
後
、
手
で
タ
ネ
を
か

き
取
っ
て
、
乾
燥
剤
と
一
緒
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
な
か
、
す
っ
く
と
背
を
伸
ば
し

て
、
光
に
向
か
っ
て
誇
ら
し
げ
に
花
を
つ
け
る
ヒ
マ
ワ
リ
。
か

つ
て
、
南
米
の
イ
ン
カ
帝
国
の
人
々
は
、
こ
の
花
を
太
陽
の
化

身
と
見
て
い
た
そ
う
で
す
。

日
本
で
は
、
そ
の
た
く
ま
し
さ
か
ら
夏
の
庭
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
花
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
ヒ
マ
ワ
リ
の
紹
介
で
す
。

真
夏
の
太
陽
を
演
ず
る
花

ヒ
マ
ワ
リ

品
種

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
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セ
ン
ト
ラ
ル
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
展

示
す
る
、
招
き
猫
の
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
を

募
集
し
ま
す
（
賞
品
多
数
）。

展
示
期
間
＝
９
月
９
日
g
〜
10
月
９
日
b

申
し
込
み
＝
小
松
さ
ん
1
33
・
１
８
８
８

（
８
月
31
日
e
ま
で
に
要
提
出
）

〔
平
成
12
年
度
前
期
の
修
了
認
定
試
験
〕

試
験
日
＝
10
月
７
日
g
・
８
日
a

受
付

期
間
＝
８
月
14
日
b
〜
25
日
f
（
必
着
）

会
場
＝
信
濃
川
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
小

千
谷
市
）
ほ
か
　
受
験
資
格
＝
①
認
定
教

育
訓
練
受
講
修
了
者
②
実
務
経
験
者
（
初

級
３
年
以
上
、
中
級
５
年
以
上
）

問
い

合
わ
せ
＝
新
潟
県
職
業
能
力
開
発
協
会
1

０
２
５
・
２
８
３
・
２
１
５
５

新
潟
県
鍼
灸
師
会
の
会
員
が
、
相
談
・

治
療
を
行
い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
悪
臭
の
原
因

と
な
っ
た
り
、
ご
み
収
集
車
か
ら

こ
ぼ
れ
て
道
路
を
汚
し
、
付
近
に

迷
惑
を
か
け
ま
す
。

ご
み
の
水
き
り
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
カ
ラ
ス
や
猫
に
散
ら
か

さ
れ
な
い
よ
う

に
、
ご
み
を
出

す
日
時
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝

環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

第
二
上
条
跨
線
橋
（
県
道
南
長

岡
停
車
場
線
、
千
歳
１
〜
住
吉
１
）

の
補
強
工
事
が
完
成
し
、
７
月
26

日
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み

や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介
護
保
険

課
1
39
・
２
２
４
５

夏
の
生
ご
み
は
、
水
分
が
多
く

す
ぐ
に
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

水
分
の
多
い
ご
み
は
、
ご
み
収

採
用
予
定
日
＝
10
月
１
日
　
募
集

人
数
＝
４
人
　
雇
用
期
間
＝
６
カ

月
　
職
務
内
容
＝
市
立
中
学
校
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業
の
補
助
、
校

内
情
報
機
器
の
運
用
補
助
等
　
応

募
資
格
＝
昭
和
25
年
４
月
２
日
〜

55
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
情
報
機
器
の

操
作
に
精
通
し
、
市
立
中
学
校
に

通
勤
可
能
な
人
　
報
酬
＝
月
額
13

万
円
程
度
　
勤
務
日
＝
月
〜
金
曜

日
（
１
日
６
時
間
）

試
験
日
＝

９
月
中
旬
　
申
し
込
み
＝
９
月
１

日
f
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
1
39
・

２
２
３
９

リ
ハ
ビ
リ
の
仕
方
や
寝
た
き
り

予
防
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

2 0

日
時
＝
８
月
６
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ

第
二
、
三
和
室
　
問
い
合
わ
せ
＝
遠
藤
鍼

灸
院
1
33
・
８
６
５
５
　
　
　
　
　
　
　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
学
ぶ
正

規
の
大
学
で
す
。
入
学
試
験
は
な
く
、
18

歳
以
上
（
選
科
・
科
目
履
修
生
は
入
学
時

に
満
15
歳
以
上
）
な
ら
だ
れ
で
も
入
学
で

き
ま
す
。

募
集
学
生
＝
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
め
ざ

す
）、
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
す
る
）、

科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
す
る
）

出

願
受
付
＝
８
月
15
日
c
ま
で
　
資
料
請
求

・
問
い
合
わ
せ
＝
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ

ン
タ
ー
1
０
２
５
・
２
２
８
・
２
６
５
１

（
〒
９
５
１
―
８
１
２
２
新
潟
市
旭
町
通

１
番
町
７
５
４
）

日
時
＝
８
月
25
日
f
午
後
６
時
か
ら
　
会

場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
ダ
ニ

エ
ル
カ
ー
ル
さ
ん
　
演
題
＝
「
ダ
ニ
エ
ル

カ
ー
ル
の
ふ
る
さ
と
自
慢
」

入
場
券
＝

１
、
０
０
０
円
（
市
民
献
血
協
力
者
に
は

無
料
入
場
券
を
進
呈
）

問
い
合
わ
せ
＝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
岡
献
血
友
の
会
事
務
局
・

田
中
誠
一
郎
事
務
所
1
27
・
１
３
４
０

採
用
年
月
日
＝
平
成
13
年
４
月
１
日
　
職

種
と
人
員
＝
生
活
相
談
員
２
人
、
看
護
職

員
（
看
護
婦
・
士
、
准
看
護
婦
・
士
の
免

許
を
持
つ
人
）
２
人
、
パ
ー
ト
看
護
職
員

（
看
護
婦
・
士
、
准
看
護
婦
・
士
の
免
許

を
持
つ
人
）
２
人
、
介
護
職
員
３
人
、
准

介
護
職
員
４
人
、
パ
ー
ト
介
護
職
員
２
人
、

介
護
支
援
専
門
員
２
人
　
試
験
日
＝
９
月

10
日
a

申
し
込
み
＝
８
月
31
日
e
ま
で

勤
務
地
＝
長
岡
、
寺
泊
、
与
板
、
三
島
、

和
島
の
法
人
施
設
　
問
い
合
わ
せ
＝
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
桐
原
の
郷
1
０
２
５
６

・
97
・
５
０
０
０

ん
と
す
る

・
風
の
強
い
時
は
、
遊
ば
な
い

・
人
や
家
に
向
け
て
花
火
を
あ
げ
　

な
い

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
　

で
遊
ば
な
い

・
子
供
た
ち
は
大
人
と
一
緒
に
遊
　

ぶ
・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
ま
と
め
て
　

火
を
つ
け
た
り
、
花
火
を
ほ
ぐ

し
た
り
し
な
い

・
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
筒
の

中
を
の
ぞ
か
な
い

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

1
35
・
２
１
９
０

（
中
学
生
を
除
く
）

助
成
額
＝

受
講
料
、
参
加
費
、
交
通
費
、
宿

泊
費
の
う
ち
自
己
負
担
分
の
３
分

の
２
の
額
。
た
だ
し
、
宿
泊
費
は

宿
泊
を
伴
う
２
日
以
上
に
わ
た
る

研
修
に
参
加
す
る
場
合
の
み
１
泊

に
つ
き
、
６
、
０
０
０
円
（
６
、

０
０
０
円
に
満
た
な
い
と
き
は
実

際
の
支
払
額
）
。
助
成
額
の
上
限

３
０
、
０
０
０
円
（
１
人
１
回
、

15
人
程
度
）

申
し
込
み
＝
所
定

の
用
紙
で
企
画
課
1
39
・
２
２
０

４
へ花

火
に
よ
る
事
故
を
な
く
す
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き
　

を
必
ず
読
む

・
広
い
場
所
で
水
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
て
遊
び
、
後
片
付
け
を
き
ち
　

対
象
と
な
る
市
民
活
動
＝
保
健
と

福
祉
、
社
会
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
、

文
化
芸
術
、
環
境
保
全
、
災
害
救

援
、
人
権
擁
護
、
国
際
協
力
な
ど

対
象
と
な
る
研
修
＝
市
民
活
動
の

推
進
役
と
な
る
人
材
の
育
成
、
企

画
、
運
営
な
ど
に
関
す
る
内
容
で

①
国
、
県
、
市
町
村
が
主
催
す
る

研
修
②
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
が
主
催
す
る
研

修
③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
準
ず
る
市
民

活
動
団
体
で
市
長
が
適
当
と
認
め

る
も
の
が
主
催
す
る
研
修
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の
　
対
象
＝

次
の
条
件
を
満
た
す
人
①
市
民
活

動
を
行
っ
て
い
る
人
ま
た
は
関
心

の
あ
る
人
②
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
ま
た
は
市
内
で
活
動
す
る
団

体
に
属
す
る
人
③
15
歳
以
上
の
人

供
用
開
始
後
の
車
両
通
行
は
、

車
道
の
幅
員
が
３
・
25
ｍ
と
狭
く

な
る
た
め
、
東
側
か
ら
西
側
へ
の

一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
と
な

り
ま
す
。

歩
行
者
と
自
転
車
は
、
両
方
向

へ
の
通
行
が
可
能
で
す
が
、
幅
員

が
１
ｍ
と
狭
い
場
所
も
あ
る
た
め
、

自
転
車
で
の
通
行
時
は
、
乗
ら
ず

に
降
り
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

通
行
方
法
制
限
＝
車
両
（
自
動
二
輪

車
・
原
付
車
を
含
む
）
は
、
東
側

（
住
吉
１
）
か
ら
西
側
（
千
歳
１
）

へ
の
終
日
一
方
通
行
　
車
両
重
量

制
限
＝
車
両
総
重
量
３
ｔ
未
満

車
両
幅
制
限
＝
２
・
２
ｍ
未
満

車
両
高
さ
制
限
＝
２
・
５
ｍ
未
満

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
土
木
事
務
所
維

持
管
理
課
1
38
・
２
６
２
３
、
長

岡
市
都
市
政
策
課
1
39
・

２
２
２
５
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昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
（
児
童
に
障
害
が
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満
）
が
い
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
（
所
得

制
限
あ
り
）。

対
象
＝
①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と

児
童
②
両
親
が
い
な
い
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
と
そ
の
児
童
③
両

親
の
う
ち
一
方
が
重
度
障
害
の
場

合
は
重
度
障
害
の
な
い
親
と
児
童
、

両
親
が
重
度
障
害
の
場
合
は
児
童

助
成
額
＝
医
療
費
の
自
己
負
担
額

か
ら
一
部
負
担
金
（
通
院
は
１
日

５
３
０
円
×
４
回
、
入
院
は
１
日

１
、
２
０
０
円
と
食
事
代
）
を
差

し
引
い
た
額
（
助
成
は
申
請
の
翌

月
分
か
ら
）

問
い
合
わ
せ
＝
国

保
医
療
課
1
39
・
２
２
２
０

●
花
火
遊
び
は

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

長岡にふさわしいおみやげをデザインした絵や図
で、未発表のオリジナル作品を募集します。
応募資格＝個人、団体、企業など問わずだれでも
募集期間＝９月29日fまで　
応募方法＝所定の応募用紙に絵や図を描き、郵送ま　

たは直接持参するか、絵や図を添付して電
子メールで。どちらの場合も、①応募作品
名②作品の意図・説明、特徴等③応募者名
④住所⑤電話番号⑥職業（学校名）を記入。

賞と副賞＝小学生部門…最優秀賞１点（図書券１万
円）、優秀賞３点（図書券３，０００円）、中学
生部門…最優秀賞１点（図書券２万円）、
優秀賞３点（図書券５，０００円）、一般部門
…最優秀賞１点（賞金10万円）、優秀賞３
点（賞金１万円）

入賞作品は、10月21日g、22日aに開催するデザ
インフェア２０００で展示します。
応 募 先＝〒９４０─８５０１幸町２の１の１工業振興

課内長岡おみやげデザインコンペティショ
ン実行委員会
1３９・２２２２、FAX３６・７３８５
E－mail:shoko@city.nagaoka.niigata.jp

●
生
ご
み
の
水
き
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●
中
学
校
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
募
集
（
非
常
勤
嘱
託
員
）

●
第
二
上
条
跨
線
橋
は

７
月
26
日
か
ら
通
行
で
き
ま
す

●
市
民
活
動
研
修
派
遣
事
業
助

成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

リ
ハ
ビ
リ
や
介

護
上
の
悩
み
な

ど�リ
ハ
ビ
リ
や
運

動
の
仕
方
な
ど�

寝
た
き
り
予
防
、�

健
康
管
理
な
ど�

リ
ハ
ビ
リ
や
運

動
の
仕
方
な
ど�

臨
床
心
理
士�

理
学
療
法
士�

保
健
婦�

理
学
療
法
士�

期
日�

担
　
　
当�

内
　
　
容�

８／17�
e

24�
e

９／７�
e

14�
e

リサイクルプラザ（「びん・缶・ペットボトル」の中間処理施
設）内に設置したリサイクル品展示コーナーが、次の期間オープ
ンします。この期間はリサイクルプラザも見学できますので、ど
うぞご覧ください。準備の都合上、事前に連絡してください。
期　間＝８月１日～31日（土・日・月曜日を除く）
時　間＝午前９時～午後５時
場　所＝環境衛生センター内のリサイクルプラザ（寿３の６の１）
問い合わせ＝環境業務課1２４・２８３７

リサイクル品をお譲りします（有償です）

福祉と健康の祭典

すこやか・ともしびまつり２０００
期　日＝９月30日g・10月１日a

会　場＝ハイブ長岡、千秋が原ふるさとの森

☆ボランティアスタッフ募集
会場案内、来場者の介助、ステージ補助などのボラン
ティアを募集します。ともしびの輪を広げ、一緒にまつ
りを盛り上げてみませんか。高校生以上が対象です。
申し込み＝福祉総務課1３９・２２１７、FAX３９・２２７５

☆チャリティバザーにご協力ください　
不用贈答品・日用品（シーツ・タオル・食器・電気機
器・雑貨など）で未使用のものを募集しています。また、
収益金はともしび基金に寄付します。
受け付け＝９月８日fまでに、社会福祉協議会1３３・６　

０００、FAX３３・６００４または各地区福祉センタ
ーへ
※催しの内容は、９月号でお知らせします。

関連事業
市民健康づくり講演会（無料）
日　時＝９月29日f午後７時～８時30分　
会　場＝リリックホール・シアター　
定　員＝４５０人　
講　師＝毒蝮三太夫さん（俳優・タレント）
演　題＝「マムシ流こころとからだの健康

法あれこれ」
申し込み＝８月31日eまでに、はがきに「講演会聴講希

望」、郵便番号、住所、氏名、電話番号、希望
人数（２人まで）を記入して、〒９４０─００８６
西千手２の５の１健康課へ（FAX３９・５２２２も可、
多数の場合は抽選）

問い合わせ＝健康課1３２・５０００

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
招
き
猫
ア
ー
ト
展
示
作
品
募
集

■
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
制
度

■
は
り
・
き
ゅ
う
相
談
治
療
会
（
無
料
）

■
放
送
大
学
学
生
募
集

（
第
２
学
期
・
10
月
授
業
開
始
）

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
岡
献
血
友
の
会

二
十
周
年
記
念
講
演
会

■
長
岡
三
古
老
人
福
祉
会
職
員
募
集

障害のあるなしにかかわらず、大勢の子どもたち
からポニーに乗る楽しさを体験してもらう「ながお
かポニーカーニバル」。この長岡で初のイベントを
サポートするスタッフを募集します。

日　時＝９月24日a午前８時30分～午後４時30分　
会　場＝東山ファミリーランド内多目的広場

（当日はＪＲ長岡駅東口から送迎バスを運行し
ます）

内　容＝乗馬時のサイドウォーク（乗馬している人を左
右から介助します）、参加者の誘導、受付、駐
車場整理等を交代で担当　

募集人数＝１００人程度（経験不問、高校生以上）
申し込み＝８月31日eまでに、電話または所定の申込書

で福祉相談課1３９・２２１８、FAX３２・０１６０へ

ボランティア募集

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
に

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

●
足
腰
健
康
相
談
室

10月１日、全国いっせいに国勢
調査が行われます。そこで、長岡
市の予想人口を募集します。
国勢調査は、10月１日現在、市
内に住んでいる人すべてが対象となります（住民票
などの届け出とは関係ありません）。
前回（平成７年）は、長岡市の人口は１９０，４７０
人でした。今回の調査では何人になるでしょうか？
応募資格＝長岡市内に住んでいる人
締め切り＝９月30日g当日消印有効
賞と副賞＝特賞１人（２万円相当の商品券）、ちか

いで賞５人（３，０００円相当の商品券）、残
念賞10人（１，０００円相当の商品券）（12月　
に市が公表する速報人口に一番近い人から
順に入賞者を決定します）

応募方法＝官製はがきに１枚につき１つの予想人口
を算用数字で横書きし、住所、氏名、年齢、
職業（学校名）、電話番号を書いて、〒９４
０─８５０１幸町２の１の１長岡市役所内国
勢調査実施本部1３９・２２４８へ

長岡市の人口を
当てよう！

～長岡市人口予想懸賞募集～

▲国勢調査のイ
メージ・キャラ
クター

ともしびマーク

▲毒蝮三太夫さん

長岡市のおみやげ
デザイン・アイディア作品募集

tポニーってかわいいよ！
（東山ファミリーランドで）

な が お か ポ ニ ー カ ー ニ バ ル



点
字
を
全
く
知
ら
な
い
人
を
対
象
に
、

点
字
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
こ
ろ
ま
で
指
導

し
ま
す
。

期
間
＝
９
月
１
日
か
ら
１
年
間
　
受
講
料

＝
１
２
、
８
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
８
月

25
日
f
ま
で
に
〒
１
０
８
―
０
０
１
４
東

京
都
港
区
芝
４
の
７
の
６
尾
家
ビ
ル
１
階

市
川
点
字
図
書
館
通
信
部
1
・
FAX
０
３
・

５
４
３
９
・
６
７
７
２
へ

日
時
＝
８
月
７
日
b
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
　
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
警
察
署

1
38
・
０
１
１
０

期
間
＝
10
月
７
日
g
〜
12
月
23
日
g
（
毎

週
１
回
主
に
土
曜
）

会
場
＝
長
岡
看
護

福
祉
専
門
学
校
（
深
沢
町
）

定
員
＝
30

人
　
受
講
料
＝
１
０
、
０
０
０
円
（
参
加

費
）、３
、４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申

し
込
み
＝
８
月
19
日
g
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
に
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

３
級
課
程
養
成
研
修
受
講
希
望
」、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、職
業
、

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
２

１
３
５
深
沢
町
２
２
７
８
の
８
長
岡
医
療

と
福
祉
の
里
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
1
47

・
２
２
３
３
へ
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

作
文
、
標
語
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
＝
９
月
15
日
f
ま
で
　
問
い
合

わ
せ
＝
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課
人
権

啓
発
室
1
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
８
１

日
時
＝
11
月
12
日
a
午
前
10
時
〜
正
午

受
験
資
格
＝
保
健
・
福
祉
・
医
療
に
関
す

※
は
基
本
健
康
診
査
と
同
時
実
施

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
36
年
４

月
２
日
〜
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
８
月
30
日
d
・
31
日
e
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
　
会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
血
圧

測
定
、
肥
満
、
貧
血
、
高
脂
血
症

な
ど
の
検

査
　
申
し

込
み
＝
会

場
で肥

満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
等
の
食
事
、
か
ら
だ
や
心

の
心
配
ご
と
、
健
康
に
関
す
る
こ

と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

〔
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
〕

直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
19
歳
以
上
の
人
　
時
間
＝

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分
、
午

後
１
時
15
分
〜
３
時
　
　
　
　
　
　

肝
臓
病
、
腎
臓
病
、
高
脂
血
症
、

貧
血
、
動
脈
硬
化
症
の
検
査
を
行

い
ま
す
。

対
象
＝
昭
和
11
年
４
月
２
日
〜
36

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
職
場
な

ど
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い

人
　
負
担
金
＝
１
、
３
０
０
円

申
し
込
み
＝
当
日
会
場
で

△
は
午
前
、
胃
・
大
腸
が
ん
検
診

と
同
時
実
施

◎
は
午
後
、
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

と
同
時
実
施

2 2

る
国
家
資
格
等
を
持
ち
、
そ
の
業
務
で
５

年
以
上
の
従
事
経
験
が
あ
る
人
　
申
し
込

み
＝
９
月
１
日
f
〜
20
日
d
に
指
定
の
受

験
願
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
で
、
〒

９
５
０
―
８
５
７
０
県
庁
高
齢
福
祉
保
健

課
介
護
保
険
室
1
０
２
５
・
２
８
５
・
５

５
１
１
へ

採
用
予
定
日
＝
平
成
13
年
４
月
１
日

職

種
と
人
員
＝
事
務
員
３
人
、
生
活
指
導
員

３
人
、
看
護
婦
５
人
、
栄
養
士
１
人
、
理

学
療
法
士
１
人
、
介
護
職
員
39
人
、
介
護

支
援
専
門
員
２
人
　
試
験
日
＝
９
月
17
日

a
（
一
般
教
養
、
作
文
）、
10
月
１
日
a

（
面
接
）

申
し
込
み
＝
８
月
１
日
c

〜

15
日
c

問
い
合
わ
せ
＝
信
濃
川
令
終
会

建
設
準
備
室
1
47
・
８
１
８
１
　
　
　
　
　
　

１
日
看
護
婦
（
士
）
体
験
希
望
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
社
会
人
　
申
し
込
み
＝
９
月
１
日

f
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
白
衣

の
サ
イ
ズ
を
記
入
し
、
〒
９
５
１
―
８
１

３
３
新
潟
市
川
岸
町
２
の
11
新
潟
県
看
護

協
会
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
係
1
０
２
５
・

２
６
５
・
１
２
２
５
へ

市
内
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で

き
ま
す
。
医
療
機
関
に
確
認
の
上
、

直
接
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
＝
子
宮
頸
部
が
ん
１
、
７
０

０
円
、
子
宮
頸
部
・
体
部
が
ん
２
、

５
０
０
円
、
乳
が
ん
７
０
０
円

（
検
診
受
診
後
、納
付
書
に
よ
り
指

定
金
融
機
関
等
に
納
め
て
く
だ
さ

い
）

対
象
＝
40
歳
以
上
（
昭
和
36
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

負
担
金
＝
胃
９
０
０
円
、
大
腸
５

０
０
円
、
70
歳
以
上
は
無
料
　
時

間
＝
午
前
中
　
申
し
込
み
＝
電
話

で△
は
基
本
健
康
診
査
と
同
時
実
施

ー
受
診
券
）、
保
険
証

※
実
施
時
間
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健
康
課
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
で

は
毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。

バ
ス
案
内
＝
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
６
番
タ

ー
ミ
ナ
ル
発
に
乗
車
し
三
ツ
郷
屋

停
留
所
下
車
、徒
歩
５
分（
長
岡
イ

ン
タ
ー
方
向
）

受
付
時
間
＝
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
成
分

献
血
は
予
約
必
要
）
1
29
・
２
３

５
０

日
時
＝
９
月
18
日
b
午
後
（
基
本

健
康
診
査
と
同
時
実
施
）

会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
30
歳

以
上
（
昭
和
46
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）

内
容
＝
子
宮
が
ん
…

視
診
・
内
診
（
細
胞
診
）、
乳
が
ん

…
視
診
・
触
診
　
料
金
＝
子
宮
（
頸

部
）
が
ん
６
０
０
円
、
乳
が
ん
３

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
健
康
課

物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）、母
子

健
康
手
帳
、
保
険
証
、
赤
ち
ゃ
ん

の
尿
（
10
か
月
児
の
み
）

３
回
と
も
参
加
し
て
、
交
流
を

深
め
て
く
だ
さ
い
。
１
回
目
は
動

き
や
す
い
服
装
で
ど
う
ぞ
。

対
象
＝
初
回
妊
婦
と
希
望
者
（
ご

家
族
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
）

会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間
＝
午
後

１
時
15
分
〜
４
時
　
持
ち
物
＝
母

子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
　
申
し

込
み
＝
９
月
５
日
c
ま
で
　
　
　
　
　

対
象
＝
昭
和
11
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
人
　
健
診
機
関
＝
市
内

の
医
療
機
関
（
内
科
等
）

負
担

金
＝
無
料
　
期
間
＝
平
成
13
年
２

月
28
日
d
ま
で
　
持
ち
物
＝
基
本

健
康
診
査
個
人
記
録
票
（
シ
ル
バ

〔
肺
が
ん
検
診
（
喀
痰
細
胞
診
検

査
）〕胸部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
と
き

に
受
付
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

対
象
で
す
。

対
象
＝
①
50
歳
以
上
で
た
ば
こ
を

長
い
間
吸
っ
て
い
る
人
（
１
日
の

喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数
＝
６
０
０

以
上
）
②
40
歳
以
上
で
６
カ
月
以

内
に
血
痰
の
あ
っ
た
人
③
40
歳
以

上
で
石
綿
・
重
ク
ロ
ム
酸
等
を
取

り
扱
う
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
が

あ
る
人
　
負
担
金
＝
７
０
０
円

（
70
歳
以
上
無
料
）

９
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
健
診
…

平
成
12
年
５
月
生
ま
れ
　
10
か
月

児
健
診
…
平
成
11
年
11
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
　
持
ち
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
う
食

事
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
28
日
b
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１

時
〜
１
時
30
分
）

会
場
＝
健
康

セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
栄
養
士
・
保

健
婦
に
よ
る

食
事
相
談
と

指
導
　
申
し

込
み
＝
前
日

ま
で秋

以
降
に
延
期
し
て
い
ま
し
た

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
、

ワ
ク
チ
ン
の
品
質
・
安
全
性
に
問

題
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
９
月
か
ら
当
初
の
計
画

ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
実
施
を
見
合
わ
せ
て

い
た
対
象
者
に
は
、
個
別
に
日
程

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

長岡ケーブルテレビ「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後４時40分
～47分

長岡市ホームページアドレス
������������	�
���
������		
������

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

健 康�
健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
DC.

V
Q
Q
Q

●
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

●
基
本
健
康
診
査
（
集
団
健
診
）

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

●
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

●
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ク
ル

●
糖
尿
病
食
事
グ
ル
ー
プ
相
談

●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

●
結
核
・
肺
が
ん
検
診

��
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��
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期
日�

会
　
　
場�

受
付
時
間�

　9：45�
�

11：30

13：15�
�

15：00

〜�

〜�

８／22�
c

24�
e

25�
f

28�
b

29�
c

９／１�
f

４�
b

５�
c

６�
d

７�
e

８�
f

11�
b

12�
 c

18�
 b

19�
 c
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上
組
小
学
校�

栖
吉
公
民
館�

豊
田
小
学
校�

市
民
体
育
館�

中
島
公
民
館�

�
健
康
セ
ン
タ
ー�

四
郎
丸
公
民
館�

神
田
公
民
館�

新
町
公
民
館�

北
部
体
育
館�

川
崎
東
小
学
校�

川
崎
公
民
館�

健
康
セ
ン
タ
ー�

川
崎
小
学
校�

社
会
福
祉�

セ
ン
タ
ー�

担
　
当�

内
　
　
容�

期
日�

栄
養
士�

運
動
指
導
員�

保
健
婦�

医
師
　
　�

保
健
婦
　�

マ
タ
ニ
テ
ィ

サ
ー
ク
ル�

卒

業

生�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク�

―
心
を
育
て
る
・
体

の
変
化
と
注
意
―�

先
輩
マ
マ
か
ら
の
伝
言�

食
事
チ
ェ
ッ
ク�

リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク�

助
産
婦�

保
健
婦�

赤
ち
ゃ
ん
の
も
く

浴
指
導
と
実
習�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク�

９／８�
f

22�
f

29�
f

８／３�
e

９／２�
g

３�
a

９�
g

ダ
イ
エ
ー

長
岡
店�

ジ
ャ
ス
コ

長
岡
店�

ハ
イ
ブ�

長
岡�

長
岡
ま
つ
り�

わ
ん
ぱ
く
お

ま
つ
り
広
場�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

午
後
０
時
30
分
〜
４
時�

正
午
〜
午
後
３
時�

午
前
10
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

期
日�

会
　
　
場�

時
　
　
間�

８／24�
e

25�
f

28�
b

28�
b

９／４�
b

５�
c

8�
f

11�
b

18�
b

19�
c

20�
d

Ｊ
Ａ
宮
内
支
所�

豊
田
小
学
校�

市
民
体
育
館�

川
崎
公
民
館�

健
康
セ
ン
タ
ー�

四
郎
丸
公
民
館�

北
部
体
育
館�

川
崎
東
小
学
校�

健
康
セ
ン
タ
ー�

川
崎
小
学
校�

健
康
セ
ン
タ
ー�

　
同
　
　
上�

†
35
・
１
６
３
１�

健 

康 

課�

†
32
・
５
０
０
０�

健 

康 

課�

†
32
・
５
０
０
０�

Ｊ
Ａ
川
崎
支
所�

†
33
・
１
０
０
０�

�

△�△�

�

△�△�△�△�△�△�

期
日�

会
　
　
場�

申
　
込
　
先�

定員�100100100 505050

期
日�

担
　
　
当�

内
　
容�

心
の
健
康�

栄
養
相
談�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員 �

保
健
婦�

栄
養
士�

保
健
婦�

栄
養
相
談�

栄
養
士�

保
健
婦�

８／９�
d

23�
d

９／６�
d

新
町
地
区
福
祉

セ

ン

タ

ー�

職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー�

新
町
地
区
福
祉

セ

ン

タ

ー�
８／22 
c

23�
d

24�
e

25�
f

28�
b

29�
c

９／１ 
f

４�
b

５�
c

７�
e

６�
d

８�
f

11�
b

12�
c

18�
b

19�
c

20�
d

21�
e

期
日�

会
　
　
　
　
場�

横
鷺
町
公
民
館�

柳
原
分
庁
舎�

栖
吉
公
民
館
※�

豊
田
小
学
校
※�

市
民
体
育
館
※�

中
島
公
民
館�

��

四
郎
丸
公
民
館�

神
田
公
民
館�

新
町
小
学
校
※�

北
部
体
育
館�

立
正
佼
成
会�

川
崎
公
民
館�

健
康
セ
ン
タ
ー
※�

川
崎
小
学
校�

上
組
小
学
校
※�

柳
原
分
庁
舎�

高
町
公
民
館�

豊
田
小
学
校
※�

市
民
体
育
館
※�

中
島
公
民
館
※�

も
み
の
木
工
房�

健
康
セ
ン
タ
ー
※�

四
郎
丸
公
民
館
※�

神
田
公
民
館
※�

新
町
小
学
校
※�

北
部
体
育
館
※�

川
崎
東
小
学
校
※�

川
崎
公
民
館
※�

健
康
セ
ン
タ
ー
※�

川
崎
小
学
校
※�

阪
之
上
小
学
校�

午
　
前�

午
　
後�

社
会
福
祉�

セ
ン
タ
ー
※�

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

●
65
歳
以
上
の
人
の
基
本
健
康
診

査
（
個
別
健
診
）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数12.７.１（前月比）

191,112人 93,987人 97,125人 64,747世帯
（＋25） （＋47）（＋7）（＋18）

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
点
字
通
信
講
座

■
行
方
不
明
者
を
探
す
相
談
所
（
無
料
）

■
人
権
啓
発
に
関
す
る
作
品
募
集

■
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

（
３
級
課
程
）
受
講
者
募
集

■
（
仮
称
）
社
会
福
祉
法
人
信
濃
川
令
終
　

会
職
員
募
集

■
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
２
０
０
０
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

専門の知識を持った相談員（保健婦、助産
婦、思春期相談員）が、からだのことや心配
ごとの相談に応じます。思春期や性に関する
悩みをお持ちの人、どなたでもお気軽にご相
談ください。秘密は厳守します。男性もご相
談ください。
相 談 日＝毎月第２・４土曜日午後１時～４時

（祝祭日の場合は休み）
相談方法＝〔電話相談〕

相談専用番号1３９・９３５７
（相談日以外は通じません）
〔面接相談〕
事前に1３９・２２０４へ予約してく
ださい。

相談場所＝長岡市けさじろ荘
（今朝白１の10の27）

問い合わせ＝企画課女性政策班1３９・２２０４

長岡市女性の健康相談（無料）

期 

日�

病
　
院
　
名�

定
　
員�

10／４�
d

５�
e

６�
f

６�
f

８�
a

18�
 d

27�
f

５�４�５�４�10

長
岡
中
央
綜
合
病
院�

悠
遊
健
康
村
病
院�

県
立
療
養
所
悠
久
荘�

吉

田

病

院�

長

岡

療

育

園�

長

岡

保

養

園�

長
岡
赤
十
字
病
院�

▲長岡市だよりは広報広
聴課・目黒がお伝えして
います。

か
く
た
ん


